
 

 

 

 

 

令和２年度補正予算 

小規模事業者持続化補助金 

＜コロナ特別対応型 第５回受付締切分＞ 

補助事業の手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年４月 

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 

都道府県商工会連合会・全国商工会連合会 

 



 

 

[ 目次]  

 

１．はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

【ご注意】補助事業の遂行に必要な契約の相手方に関する留意事項・・・４ 

 

２．交付決定から補助金受給までのフローチャート( 主な手続き）・・・・・５ 

 

３．採択・交付申請・交付決定 

（１）採択について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

（２）交付申請・交付決定について・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 

４．補助事業の実施期間中の提出書類 

（１）登録事項について変更が必要となった場合の取扱い・・・・・・・10 

（２）補助事業計画に変更が必要となった場合の取扱い・・・・・・・・11 

（３）補助事業を廃止する場合の取扱い・・・・・・・・・・・・・・・12 

 

５．補助事業の完了・実績報告書等の提出 

（１）補助事業の実施期限・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

（２）実績報告書等の提出期限・提出方法・・・・・・・・・・・・・・12 

（３）経費支出書類の提出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

（４）補助金に係る経費支出の流れ・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

（５）証拠書類の記載事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

（６）証拠書類の整理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

（７）「コロナ特別対応型」申請要件の充足 ・・・・・・・・・・・・・18 

（８）領収書について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

（９）「事業効果等状況報告書」の提出について ・・・・・・・・・・・19 

 

６．補助対象経費 

 Ⅰ．本事業（コロナ特別対応型）について 

（１）補助対象となる経費について・・・・・・・・・・・・・・・・・21 

（２）補助対象経費区分ごとの説明および必要証拠書類の例 

①機械装置等費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21 

②広報費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 

③展示会等出展費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30 

④旅費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

⑤開発費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 

⑥資料購入費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

⑦雑役務費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39 

⑧借料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 



 

 

⑨専門家謝金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42 

⑩専門家旅費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44 

⑪設備処分費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44 

⑫委託費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46 

⑬外注費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47 

 

Ⅱ．本事業（事業再開枠）について 

（１）補助対象となる経費について・・・・・・・・・・・・・・・・・50 

（２）補助対象経費区分ごとの説明および必要な証拠書類の例 

⑭消毒費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51 

⑮マスク費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51 

⑯清掃費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51 

⑰飛沫対策費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51 

⑱換気費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52 

⑲その他衛生管理費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52 

⑳ＰＲ費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・53 

 

Ⅲ. Ⅰ（コロナ特別対応型）、Ⅱ（事業再開枠）共通項目 

（１）補助対象外経費について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55 

（２）経費支出についてよくある質問・・・・・・・・・・・・・・・・57 

（３）その他の注意点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・59 

 

７．確定通知書の受領後の請求書の提出・・・・・・・・・・・・・・・・60 

 

８．その他 

（１）補助対象事業の経理について・・・・・・・・・・・・・・・・・61 

（２）収益納付について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・61 

（３）取得財産の管理について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62 

（４）自社調達等による利益排除について・・・・・・・・・・・・・・63 

（５）補助金の税務・会計上の取扱いについて・・・・・・・・・・・・63 

（６）補助金の不正受給等の不正行為に対する処分について・・・・・・63 

 



1 

 

１．はじめに 
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─ ╩ ↑≡ ╩ ⇔⁸∕─ ⌐ ∫≡ ⌂ ⌐ ╡ ╗
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₉ ⌐ ⇔√ ╩ ∫≡ ≤⇔≡ ╘╕∆⁹ 

   ↔  

₈ה    ₉⌐⁸ ⌐╟╢ ⌐≈™≡─ ╛⁸ ┼
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ה    ─ ⁸ ≤⌂∫√ ⌐│⁸ │ ╦╣╕∑╪⁹ 
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╘╠╣╢↓≤─ ⅜≢⅝╣┌⁸ ≤⇔≡ ╘╠╣╢ ⅜№╡╕

∆⁹ 

 

※原則、経費は「銀行振込」で支払ってください（自社振出・他社振出にかかわら

ず、小切手・手形による支払いは不可です）。補助金執行の適正性確保のため、

旅費（証拠書類が別途必要）を除き、１取引 10万円（税抜き）を超える支払い

（１取引を分割で支払う場合でも、当該取引全体で１取引となります）は、現金

払いは認められませんのでご注意ください（ただし、現金決済のみの取引（郵便

局での郵券購入、代金引換限定のサービス等）の場合は、その理由等を確認でき

れば現金払いが認められます）。 
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™⌐≈™≡│⁸ ≤⌂╡╕∆─≢⁸↔ ↄ∞↕™⁹ 
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─ │⁸ ─ ╩ ↑√₈ ₉≢
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─ ─ ⅜⌂↑╣┌⁸ ─ ⌐ ╘╢↓≤│
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≢⅝╢↓≤ 
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↓≤─ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

─⅔ │⁸ ⌐≡ ─ ╩ ⇔⁸ ─

╩↔ ─ ⁸ ⅛╠ ╩↔ ™√∞™≡⅛╠─ ╡

╖≤⌂╡╕∆⁹ 

 

™⌐≈™≡  

 ─ ◖꜡♫ ≢│⁸ ─ ™╩ ∆╢

⌐ ⇔≡⁸ ⁸ ─ ─ ─ ™╩ ™╕∆⁹ 

 √∞⇔⁸ ─ ─ ─ ⁸ ∆═⅝ ─ ⅜⁸

™ ╩ ╢ │⁸ │∕─ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆─≢⁸ ⌐№√∫

≡ ↕╣√ ⌐ ≠⅝⁸ ⌐ ╩ ™√∞ↄ╟℮ ╘≡ↄ∞↕™⁹ 

 

ₒ↔ ₓ ─ ⌐ ⌂ ─ ⌐ ∆╢  
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≢⌂↑╣┌ ─ ⅜ ╕√│ ≢№╢≤⇔≡

⅛╠ ╩ ↑╢ ╩ ⅝⁸ 100 ⅝ ─ ─  

╩⁸ ⅛╠ ╕√│ ⅜ ∂╠╣≡™╢  

≤∆╢↓≤│≢⅝╕∑╪⁹ 

₈ ה ┘ ⌐ ╢ ╩ ↑≡™╢ ₉ 

     ⱱכⱶⱭכ☺  

    URL https://www.meti.go.jp/information_2/publicoffer/shimeiteishi.html 

  

https://www.meti.go.jp/information_2/publicoffer/shimeiteishi.html
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２．交付決定から補助金受給までのフローチャート（主な手続き） 

  ※交付規程を必ず通読し手続きをお願いします。 

 

 

 

 

ₒ ₓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⅛╠⁸₈ ₉№╢™│₈ ₉─ ─ ⅜ ↕╣╕∆⁹ 

 

ₒ ₓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↕╣√ ⌐ ⅛╠ ⅜ ↕╣╕∆⁹ 

↓╣╩ ↑≡⁸ │ ⌐ ╢ ה ה ⅜ ≤⌂╢─⅜⁸

 ⁹∆≢ꜟכꜟ

【今回（コロナ特別対応型）においては、特例として、２０２０年２月１８日以降に発

生した経費を遡って補助対象経費として認めます。】 

╕√⁸ ─ ™╩ ∆╢ ⌐│⁸ ⌐ ─ ─

™╩ ™╕∆⁹ 

補助金事務局 補助事業者 

  

交付決定の通知 

 

採択結果の通知 
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ₒ ₓ 

№╢ ─╖  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

⁸ ≢ 

⇔⁸ ∆╢⅛ ⅛ 

╩ ⌐ ∆╢ 

 

─ ╕√│ ─ ⁸ ╩ ∆╢ ⁸ │№╠⅛∂╘

⌐ ─ ה ─ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ╘╢⁹ 

β ⌐╟∫≡│⁸ ⅜ ╘╠╣⌂™ ╙№╡╕∆⁹ 

 

№╢ ─╖ ─  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

╩ ⁸╕√│ ⇔╟℮≤∆╢≤⅝⁸

╕≢⌐⁸ │ ⌐ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

 

  

受理 

受理 
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ₒ ₓ 

─  

 

 

 

                

 

  

 

 

 

 

 

 

 

│⁸ ⅜ ⇔√≤⅝⅛╠ 30 ╕√│ ≢ ╘╠╣≡™╢

─™∏╣⅛ ™ ╕≢⌐ ⌐ ↄ╟℮⁸

⁸ ⁸ ⌐ ╢ ⁸ ⌂ ╩ ╢⁹ 

ₒ ₈ ₉─↔ │⁸ ─♃▬Ⱶfi◓≢│№╡╕∑╪⁹x  

│⁸ ─ ╩ ↑⁸ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

─  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≢⁸ ⌂ ⅜∕╤∫≡™╢↓≤⁸ ≡ ≤⌂╢ ⅜ ⌐

⌂↕╣≡™╢↓≤─ ⅜ ╦╢≤⁸ ─ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

 

 

受理 

  

 

補助金額確定の通知 
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⅛╠ ↕╣√ ╩╙≤⌐⁸ │ ─ ™╩ ∆╢⁹ 

⌐ ─ ─ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⅜ ⇔√ │⁸

∆═⅝ ─ ─ ≢⁸ ⅜ ↕╣╕∆⁹ 

╩ ↑ ∫√ │ ╩ ⌐ ╡ ╗⁹ ╡ ╖ ─

│ ╦⌂™√╘⁸ ⌐≡ ╩∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ™╩ ↑√ ⅜⁸ ─ ⁸ ∆═⅝ ─ ⅜⁸

™ ╩ ╢ │⁸ │∕─ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

ₒ ─ ╩ ↑√ ⁸ ⁸ ⌐╟╢ᵑ ─ ─

ה ⅜№╢ │ ה ⅜ ⁸ᵒ ─ ⁸ᵓ

─ ה ⁸ᵔ ⅝╩ ≡⁸ ─ ≤

⌂╡╕∆⁹x  

 

↓╣≢⁸ ─ ⅝│ ≢∆⁹⇔⅛⇔⁸↓╣≢ ≡⅜ ≢│№╡╕∑╪⁹

⌂≥─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ─ ≤⌂╢ ╛

ה ─ ⇔ ╩ ╗ ─ │⁸ ─ ╙ │

⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹╕√⁸ ≢ ⇔√ 50 ⅝

─╙─ ╩ ⇔╟℮≤∆╢ ⁸ ─ ⅛╠ ╙⇔ↄ│∕╣

─ │⁸ ─ ⅜ ≤⌂╡╕∆ ∑≡ ─ ⅜ ⌂ ⅜

№╡╕∆ ⁹ ╙ ⌐ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

-   

受理 

振込手続き 補助金受取 
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３．採択・交付申請・交付決定 

 

（１）採択について 

─ ⁸ ↕╣√ ⌐ ⇔≡⁸ │₈ ₉⌐╟╡⁸

─ ╩ ™╕∆⁹ 

─ │⁸ ─ ╛ ╩ ∆╢╙─≢│

№╡╕∑╪⁹ ─ ⌐≈™≡│⁸ ─₈ ה ₉─

⅝⌐╟╡ ⇔╕∆⁹ 

 

（２）交付申請・交付決定について 

⌐⅔™≡│⁸ ─ ≢⁸ ≤№╦∑⁸₈

ה ה ₉╩↔ ™√∞™≡⅔╡╕∆⁹ 

│⁸ ─ ⅜ ╦╡ ⁸ ─ ─ ╩

™⁸ ⌐ ⇔⁸₈ ה ₉⌐╟╡ ╩

⇔╕∆⁹ 

 

⌂⅔⁸ ◖꜡♫ ⌐⅔™≡│⁸「２０２０年２月１８日」 β ≤⇔

≡⁸ ⌐ ⇔√ ╩ ∫≡ ≤⇔≡ ╘╠╣╢

が、補助事業の実施期間の開始日となります（事業再開枠は２０２０年５月１４日）。

─ ⌐ ה ⇔⁸ ╕≢⌐ ™╩ ⅎ√

⅜ ≤⌂╡╕∆⁹実施期間の開始日前に発注、購入、契約等を実施したものは、

補助対象経費とはならないのでご注意ください。 √∞⇔⁸ ┼─ ─ ╖

⌐≈™≡─╖⁸ ─ ⅜₈ ₉ ≢№╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸

─ ─ ╖≢╙ ≤⌂╡╕∆⁹  

 

  ↔  

₈ה    ₉⌐⁸ ⌐╟╢ ⌐≈™≡─ ╛⁸ ┼

↕╣≡™╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

ה    ─ ⁸ ≤⌂∫√ ⌐│ │ ╦╣╕∑╪⁹ 

ה    ↕╣√ ≢╙⁸ ╩ ↑╢√╘⌐│⁸↓─₈ ─ ⅝₉≢

≤⇔≡™╢⁸ ⅜ ≢⅝╢ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∆

╢₈ ₉─ ≤⇔≡ ™√∞ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

⁸⅔⌂ה    ⁸ ─

╕≢─ ⌐⁸ 10 ⅝ ─ ™╩ ∫≡™╢ ⁸

╛↓─₈ ─ ⅝₉ ⌐ꜟכꜟ─ ≢⅝≡™⌂™ ⅜№╢

⁸ ╛ ─ ⌐╟╡ ⌂ ≤ ╘╠╣╢↓≤─ ⅜≢⅝╣┌⁸

≤⇔≡ ╘╠╣╢ ⅜№╡╕∆⁹ 
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４．補助事業の実施期間中の提出書類 

 

（１）登録事項について変更が必要となった場合の取扱い 

⁸ ─╟℮⌂ ⌐≈⅝⁸ ⅜№╢ ⌐│⁸ ⌐

─℮ⅎ⁸ ╕≢↔ ↄ∞↕™⁹ 

⌂⅔⁸ ⅜ ∆╢ ⁸╕√│⁸ ⌐⅔↑╢ ה ה

─ ─ ⌐│⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ─₈

₉ ◖Ⱨכ≢╙ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

⅜ ≤⌂╢ ⌐≈™≡ 

⌐ ∆╢  

ה ─ ⁸ ⁸ ה ⁸ ⁸ 

⁸  

⌐ ∆╢  

⁸ ⁸ ה ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ 

ⱷכꜟ▪♪꜠☻ 

 

 

ₒ ⌐⅔↑╢ ה ה ─ ₓ 

ᵑ ─₈ ₉ 

ₒ ⅜ ∆╢ ₓ 

ᵑ ─₈ ₉ 

ᵒ ─ ⅜№╢╙─  

ᵓ ⁹ ⅔╟┘ ─ ╩ ≢⅝╢  

ₒ ─ ₓ 

 ᵑ ─ ⅜№╢╙─  

 ᵒ ─ ⅜№╢╙─  

β1 ─ ⌐≈™≡│ ╛ ─◖Ⱨכ⌂≥ ╩ ≢⅝╢╙

─╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

β2 ⌐╟╢ ─ │╕∏ ╕≢↔ ↄ∞↕™⁹ 

  

 Ἒ ┼│ ─ ∞↑≢⁸ ─ │ ⌂™  

ה   ⅜ ∂ ≢ ╩ ∆╢⁹ 

ה ⅜ ╩ ∆╢⁹ 

ה   ⅜ ╩ ∆╢⁹ 

ה   ─ ╩ ∆╢⁹ 
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（２）補助事業計画に変更が必要となった場合の取扱い 

│⁸ ה ╩ ↑√ ≢ ™√∞ↄ╙─≢∆⅜⁸ ╩

∆╢ ≢⁸ ─ ╕√│ ─ ─ ╩ ∆╢ ⌂ ╩

ↄ ⌐│⁸ ─ ─ ⌐ ∫√ ≢⁸№╠⅛∂╘⁸₈ ─ ה

─ ─ ה ⁸ ₉╩ ⇔⁸∕

─ ╩ ↑⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

β ─ ─ ה ─ ה ה

⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

β⌂⅔⁸ ⌐╟∫≡│⁸ ⅜ ╘╠╣⌂™ ╙№╡╕∆⁹ 

β₈ ₉⌐⅔↑╢ │⁸ ⌐╟╡ ⌐ ⌐ 

ⅎ╢↓≤│≢⅝╕∑╪⁹╕√⁸₈ ₉⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐╟ 

╢ │ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

 

─ ה ─ ─  

─ ─ ⌐≈™≡ 

⅜

 

─ ╕√│ ⁸ ─™∏╣⅛⌐ ∆╢ ⁹ 

 

₈ │ ₉ ─ ≢⌂™ ⌐≈™≡⁸

─ ╩ ∆╢ ⁹  

─ ⌐ ↕╣√₈ ─ ₉

≢ ╩ ⇔⁸ ה ─

─ ─™∏╣⅛─ ⅜ 20 ≤⌂╢ ⁹  

╩ ∆╢ ⁹ 

│

 

─ ⅛≈ ⌐ ∆╢ ⁹ 

 

─ ⌐ ╩⅝√∆↓≤⌂ↄ⁸⅛≈⁸ ─ ╩

╙√╠↕⌂™ ─ ╩ ∆╢ ⁹  

─ ⌐ ↕╣√₈ ─

₉ ≢ ╩ ∆╢⅜⁸ ה

─ ─ ─ ─ ⅜20 ≤⌂╢ ⁹  

 

₈ ─ ─ ₉≤│⁸ ─ ╩ ↑√ ─

⌐ ∑∏⁸╕√ ⌐ ⇔⁸ ⅜ ↕╣≡™√ ─ ⅜ ⌂

╦⌂™ ─ ─↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 

─ ╡ ╕╣╢ ─ ⅜₈ ─ ₉⌐ ∆╢⅛ ⅛─ ⌐ ∫√ 

│⁸ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹  
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─ │⁸№╢ ─ ⅜ ⅎ╢ ≢⁸ ─ ⅛

╠ ╩ ∆╢ ─ ╩ꜟכꜟ─ ╘√╙─≢∆⁹ ╛⇔√™ ≤ ╠

⇔√™ ─™∏╣⅛⅜ 20 ≤⌂╢ ╩⇔╟℮≤∆╢ ⌐│⁸

⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

β ⌐ ─⌂™ ┼─ │ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

╩ ℮ │⁸ ⇔≡ ─ ─ ⅜⁸™∏╣⅛─

◘ⱪꜝ▬♅▼כfi┼─ ┼─ ⁸ ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦ꜟ┼─ ⁸ ♥꜠꞉

◒כ ─ ⌐ ∆╢ ≢№╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

（３）補助事業を廃止する場合の取扱い 

⌐⅔™≡⁸ ⌐╟╡ ─ ╩ ∑↨╢╩ ⌂™ ⌐⅔™

≡│⁸ ↄ≤╙ ╕≢⌐⁸₈ ─ ₉ ה

╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

⌐≡ ─ ⅔╟┘ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ™╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ╩ ↑√ ⁸ ─ │ ™╕∑╪─≢⁸↔ ↄ∞↕

™⁹ 

 

５．補助事業の完了・実績報告書等の提出 

 

（１） 補助事業の実施期限 

ה ╕≢ 

│⁸ ╠ ╘╢ ≢⁸ ╕≢ ╕≢⌐⁸

╩ ↕∑⁸⅛≈⁸ ⌐ ╢ ─ ™╩ ↕∑⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

 

（２）実績報告書等の提出期限・提出方法 

⅜ ⇔√≤⅝│⁸∕─ ⅛╠ ⇔≡ 30 ╩ ⇔√ ⁸

╕√│ ─™∏╣⅛ ™ ╕≢

⌐⁸ ⅔╟┘ ╩ ╡╕≤╘⁸ ⇔⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

╕≢⌐ ⅜⌂™≤⁸ ─ ™⅜≢⅝⌂ↄ⌂╡╕∆─≢⁸ ⌐↔

ↄ∞↕™⁹ 

 

 

╕≢⌐ ⌐ ─ ╩ ⇔⁸ ╕≢↔ ↄ∞↕™⁹ 

⌐ ה ⅜№∫√ ⌐│⁸ ⅛╠⁸ ╛ ─

╩ ™╕∆⁹↓╣╠─↔ ⅜ ™ ⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡

╘╠╣⌂™↓≤⌐⌂╡╕∆─≢⁸ ╛⅛⌂↔ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹ 
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⌐⁸ ─ ≤⌂╢ ⅜↔↨™╕∆⁹ ─

╩ ™√∞⅝⁸ ◄ꜞ▪─ ⌐⅔ ™ ╦∑ↄ∞↕™⁹ 

β ╩⇔≡™╢ │⁸ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

 
 

 

ᵑ ה  

β ─℮ⅎ⁸ ╩  

  

ᵒ ⅝ 20 ⅔

╟┘ 

ה  ה

│  

 

↔≤ 

ᵓ ─ ─ ⇔

∆═≡  

  

 

↔≤ 

─╖

 

ᵔ ⌐ ╢  

ה ה  

 

↔≤ 

ᵕ  

ה 11  

 

↔≤ 

₈ ─ ─ ⇔ ∆═≡ ₉ 

─ ╩ ∆╢ │ ╙↔ ↄ∞↕™⁹ 

 ─ ⅝⌐ ─⌂™ ╩ ⇔≡™╢ │⁸ ≤⌂╢ ●▬♪

ꜝ▬fi╩ ─ ⁸ ⌐ⱴכ◌כ ≢ ╩≈↑≡ↄ∞↕™⁹●▬♪ꜝ▬fi│

↕╣╢ ⅜↔↨™╕∆─≢⁸ ─╙─╩ ⇔≡⅔ↄ↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 

 

₈ ⌐ ╢ ₉ ה ה  

─ ─ ⁸≡⇔≥ꜟכꜟ⌂ ─ ╩ ↑≡ ℮ ─

⌐╟╡ ⅛╠ ╩ ™√ ⅜ ∂√ ⌐│⁸ ╩ ≤

⇔≡ ─ ╕√│ ⌐ ∆╢ ╩ ┼ ∆╢↓≤⅜ ≤⌂╡╕∆ ↓

╣╩₈ ₉≤ ™╕∆ ⁹ 

⌐≈™≡│⁸ ╕≢⌐ ∂√ ⌐≈™≡⁸ ⌐

⇔≡ ∆╢ ™≤⌂╡╕∆⁹₈ ₉⌐ ∆╢ ╩ ∫√

⌐│⁸ ─ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ─ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏⁸

₈ ⌐ ╢ ₉ ה ה ╩ ⇔⁸ ≤

∑≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ⌐≈™≡─ │⁸ ⅝╛ ╩

↔ ↄ∞↕™⁹  
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₈ ₉ ה 11  

⌐⅔™≡ ⇔√ ─℮∟⁸ ╕√│ ─ ⅜ №√╡ 

50 ⅝ ─╙─│₈ ₉⌐⌂╡╕∆⁹ 

₈ ₉⌐ ∆╢ │⁸₈ ₉ ה 11

╩ ─℮ⅎ ∆╢≤≤╙⌐⁸₈ ₉ ה 11

╩ ─℮ⅎ ≤ ∑≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

₈ ₉⌐≈™≡│⁸ ⅝─ ─ ╩↔ ↄ∞↕™⁹  

 

（３）経費支出書類の提出 

─ ⌐│⁸ ⁸ ⁸ ⌂ ⅜ ↕╣╕∆⁹ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ≤™∫√ ╣≢ ╩ ™⁸ ⌂ ─

≤⌂╢ ╩ ─℮ⅎ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

⅜ ≢⅝⌂™ │⁸ ≤∆╢↓≤⅜≢⅝╕∑╪─≢⁸⇔∫⅛╡≤

╩ ⅎ╢╟℮↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

【補助金の証拠書類についての基本的な考え方】 

₃ ⌐ ∆╢ │⁸ √╡ ⌐ ⇔≡ ™╙─≢│№╡╕∑╪⁹ 

₃ ╩ ─☻ⱦכ◘⁸╡√⇔ ╩ ↑√╡∆╢ ⌐│⁸ ∏₈ ∕─

╩☻ⱦכ◘╛ ╪∞─⅛ ₉₈ ∕─ ⅛╠ ⇔√─⅛ ₉₈≥─╟℮⌐⇔

≡ ⇔√─⅛ ₉₈™≈⁸≥↓≢⁸≥─╟℮⌐∕─ ╩ ↑ ⱦכ◘⁸╡√∫

☻─ ╩ ↑√╡⇔√─⅛ ₉₈™≈⁸≥─╟℮⌐⇔≡ ╩ ∫√─⅛ ₉

─ ⅜ ╦╣╕∆⁹ 

₃ ⌐ ╢ ⌐≈™≡│⁸ ≢─ ≤™℮─│ ⇔╕∑╪⁹ 

₃ ─╖⌂↕╕│⁸ ≢│⌂ↄ⁸ ⌂ ≢ ─ ⅛╠─ ⌐≈™≡

∆╢ ⅜№╡╕∆ ─ ⅜≢⅝⌂™╙─│⁸ ≤⇔≡

╘╠╣╕∑╪ ⁹ 

₃ ─ ≢⁸ ⌐ ∆╢ ─☻ⱦכ◘╛ ⅛╠ ╕≢─ ╣≤⁸∕─

↔≤⌐ ⌂ ─ ╩№→╕∆─≢⁸ ⌐⇔⌂⅜╠ ╩ ╘≡ ↕™⁹ 

₃ ⌂ ⅜№╢ │⁸≥─╟℮⌂ ⅜ ⅛ ∏ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹ 

₃™↨⁸ ─ ⌐⁸ ⅜ ≢⅝∏⌐ ╩ ↑╢↓≤⅜ ⌂™≤™℮╟℮

⌂ ⅜ ↓╠⌂™╟℮⌐⅔ ™⇔╕∆⁹ 

 

⌐≈™≡ 

▬fi♃כⱠ♇♩ ─ ⌐⅔™≡ ╩ ℮ ≢╙⁸₈

⌐╟∫≡ ⅜ ≢⅝╢ ₉─╖⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

⌐╟ↄ ⇔⁸ ≢ ╘╠╣╢⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ≤™∫√ ╣≢ ╩ ™⁸ ⌂ ─ ≤⌂╢

╩ ⇔√╙─ ╩ ה ה ⅜≢⅝╢↓≤╩ ⇔≡⅛╠
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╩⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

⌐ ╩ ∫≡™√≤⇔≡╙⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ⇔√

⅜ ≢⅝╢ ╩ ≢⅝⌂™⁸ ≤⇔≡ ∆╢ ─

⅜ ∆╢ ⅜ ≢⅝⌂™⁸ ⅜ ≢⅝╢▬fi♃כⱠ♇♩ ⅜

≢⅝⌂™ ─ ⌐│⁸ ⌐≢⅝╕∑╪⁹ 

╕√⁸™╦╝╢ ⱴⱠכ≢─ ™╩⇔╟℮≤∆╢ ≢╙⁸ ⅛

╠─ ≢№╢↓≤⌐ ⅎ⁸ ≤ ⁸ ≢ ╘╠╣╢⁸ ─

─ ≤⌂╢ ╩ ה ה ⅜≢⅝╢╙─≢№╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

   ₒ ⁸ ⌐≈™≡ ₓ 

 

（４）補助金に係る経費支出の流れ 

₃ ─ ╣≤ ⌂ ⌐≈™≡│⁸ ╩↔ ™√∞⅝⁸ ─

╟℮⌂ ╩ ≡⁸ ╩∆╢╟℮⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

₃╕√⁸ ╣⌐⇔√⅜∫≡ ╩ ∫≡™≡╙⁸∆═≡ ≢─ ─╛╡ ╡≢

╕∑≡™√─≢│⁸ ⌐│⌂╡╕∑╪⁹ 

₃ ∏⁸ ╩ ≢ ∆╟℮⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

例１：物品の納入等を業者に発注する場合の流れ（番号は以下の[1] ～[5] に対応） 

 

 

例２：業務委託・外注をする場合の流れ（番号は以下の[1] ～[5] に対応） 

 

 

╕√⁸ ─[1] [6] ⌐⁸ ↔≤⌐≥─╟℮⌂ ─ ⅜ ⅛╩ ⇔≡™╕

∆─≢⁸ ⌐⇔≡ↄ∞↕™⁹◗◦♇◒ ≢ ⇔√─│∕─ ─ ⌂ ≢∆⁹ 

 

[1] 見積 

ה ╩∆╢ ─≤⌂☻ⱦכ◘╛ ╛ ╩ ⌐ ⇔√  

 

( ) 

[1]  

 

 

 

 

 

 

[2]  

 

[3]  

 

 

[4]  

 

 

 

 

[5]  

 

 

 

 

( ) 

[1]  

 

 

 

 

 

 

[2]  

( ) 

 

 

[3]  

 

 

 

[4] 

 

 

[5]  
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ה ≢ 100 ╩ ∆╢ ╩∆╢ ⌐│ ─ ╙╡╩ ╡⁸╟╡

⌂ ╩ ╪≢ↄ∞↕™⁹ ⌐⁸ ─ ╙╡╩ ╢─⅜ ⌂ │⁸

≤∆╢ ╩↔ ↄ∞↕™ ─ ─ ╩ ↄ ⁹ 

⁸⇔∞√ה ╩ ╗ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ╦╠∏⁸∆═≡⁸

⅛╠─ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹↓─ ⁸ ─ ⌐╟╢

≢─ │⁸ ≤⇔≡ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

 

（例）見積書・料金表 

価格や内容が掲載されている商品などのホームページのプリントアウト等 

＊見積書とは、物品やサービスなどの取引先を選ぶために必要となる書類です。 

なお、持続化補助金コロナ特別対応型については、特例として２０２０年２

月１８日（火）に遡って、それ以降発生した経費を補助対象として認めること

としているので、既に１社の見積書で中古品（中古車を含む）を購入した場合、

又は単価１００万円（税込）超のもの購入した場合は、事務局にご相談くださ

い。 

[2] 発注・契約 

╩≤⌂☻ⱦכ◘╛ ה ⇔√↓≤⅜ ≢⅝╢  

※事業実施期間の開始日（２０２０年２月１８日）以後の発注・契約でないと補助

対象として認められません。 

β ╛ ─ │⁸ ─ ≢⌂™ ╡ ≢∆⁹ ─

≢№∫≡╙⁸100 ╩ ⅎ╢ ⌐│ │ ≢∆⁹  

 

（例）発注書・契約書 

発注日が確認できる、注文した際のファクシミリまたは電子メール、注文履

歴のプリントアウト（インターネット取引の場合でも必要です） 

相手からの受注確認書 など 

＊発注書とは、物品やサービスなどを購入する際の書類です。 

 

[3] 納品・完了・検収 

╩≤⌂☻ⱦכ◘╛ ↑ ∫√⁸╕√│⁸ ⇔√↓≤⅜ ≢⅝╢  

（例）納品書・完了報告書・完了確認書 など 

＊納品書とは、発注・契約内容と受け取った商品・サービスが一致しているか、

また納品された期日を確認するための書類です。 

 

[4] 請求 

─≤⌂☻ⱦכ◘╛ ╩ ↕╣√↓≤⅜ ≢⅝╢  

（例）請求書 

請求日が確認できる、注文した際のファクシミリまたは電子メール、請求履
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歴のプリントアウト（インターネット取引の場合でも必要です） 

＊請求書とは、物品やサービスなどを納品した対価として取引先が代金を請求

する書類です。 

 

[5] 支払 

─≤⌂☻ⱦכ◘╛ ─ ⅜ ⌂ │ ⁹ ™⌐

│ ⅜№╡╕∆ │ ╕√│ 59  

β ⅛╠─ ™ ⅝ ⅜ ≢⌂™≤ ≤⇔

≡ ╘╠╣╕∑╪⁹ ⅎ┌⁸ ─ ⁸ ⅛╠ ⅝ ≤↕╣√ ⅜⁸

╩ ⅞≡™╢ ™⌐≈™≡│⁸ ≤⌂╡╕∆─≢⁸↔

ↄ∞↕™⁹  

（例）領収書・預金通帳の当該部分、振込の控えや振込が完了したことがわかるネ

ットバンキングの記録のプリントアウト など 

＊領収書とは、代金を支払ったことを証明するものとして取引先から発行され

る書類です 

＊領収書とレシートの双方が発行できる場合は、領収書を優先してご提出くだ

さい。ただし、事業再開枠に限っては、やむを得ない事情がある場合はレシ

ートによる取扱いを可とします。 

＊クレジットカード払いの場合は、カード会社からの明細、および口座から 

引き落とされたことが分かる書類（通帳のコピー等）を提出ください。 

＊自社振出・他社振出にかかわらず、小切手・手形による支払いは不可です。

また、補助事業者から相手方へ資金の移動が確認できないため、相殺（売掛

金と買掛金の相殺等）による決済は認められません。 

＊決済は法定通貨でお願いします。仮想通貨・クーポン・（クレジットカード

会社等から付与された）特典ポイント・金券・商品券（消費税増税にともな

い発行されたプレミアム付き商品券を含む）の利用等は認められません。 

 

[6] その他 

∕─ ─ ⅜ ⅛╢  

物品等の写真・提供を受けたサービスの内容が確認できる報告書等 

チラシなどの配布リスト 

 

─  

⌐ ⇔≡ ∆╢ │⁸ ⅜ √∞↑≢ ⅜╦⅛╢↓≤⅜ ≢

∆⁹ ∫≡⁸ ↔≤⌐ ⌂ │ ⌂╡╕∆⅜⁸ᵑ ─ ⁸ᵒ ─

⁸ᵓ ─ ⁸ᵔ ⁸ᵕ ─ ⁸ᵖ ─ ⁸≤™∫√

⅜ ↕╣√╙─╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

⌐ ⅜ ≤⇔≡ ⌂ ⁸ᵒ ─ ╛ᵕ ─ ⇔
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⅝ ─ ╣⅜ ™╟℮⁸ ╩ ↑≡ↄ∞↕™⁹ᵕ ─ ⇔ ⅝ │

₈⅔ ₉≢│⌂ↄ ⌂ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹o ₓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

╩ ⅝⁸ 10 ⅝ ╩ ⅎ╢ ™ ╩ ≢ ℮

≢╙⁸ ≢ ≤⌂╡╕∆ │⁸ ™│ ╘╠╣╕∑╪─

≢↔ ↄ∞↕™ √∞⇔⁸ ─╖─ ≢─ ⁸

☻ⱦכ◘─ ─ │⁸∕─ ╩ ≢⅝╣┌ ™⅜ ╘╠╣

╕∆ ⁹ 

 

（６）証拠書類の整理 

│⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ⇔≡⁸

─ ⌐ ∫≡ ↕╣≡™╢⅛ ╩ ↑⁸ ╩ ↕∑√℮ⅎ≢⁸╖

⌂↕╕⌐ ╦╣╕∆⁹ 

⇔√⅜∫≡⁸ ⅜ ╛⅛⌐≢⅝╢╟℮⁸ 20─ ─╟℮⌂ ≢⁸ ╩ ⇔

≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

╕√⁸ ∆╢╙─≤ ─ ╩ ⅔ ⌐ ⇔≡™√∞⅝⁸

⅛╠─ ⌐│∕─ ╩ ⌂⅜╠ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│⁸ ה │ ╩⁸

│ ≡ ⅎ ◖Ⱨכ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

₈◖꜡♫ ₉ ─  

─ ─ ⅜⁸™∏╣⅛─ ◘ⱪꜝ▬♅▼כfi─ ┼─

⁸ ⱦ☺Ⱡ☻⸗♦ꜟ┼─ ⁸ ♥꜠꞉כ◒ ─ ╩ √∆

≢№╢↓≤╩ ╛ ≢ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌐≈™≡ 

─ ⌐ ⁸ ⁸ ─ ⌐ ∆╢ ≤ ⇔⌂™ ⅜ ⇔

≡™╢ ⁸ ⅜ ⇔≡™╢ │⁸ ⁸ ⇔ ⅝⌐ ╩

⇔≡ ∆╢ ⅜№╡╕∆⅜⁸ ⅜ ⌂≥╛╗╩ ⌂™ ⅜№╢ ⌐≈™≡

│ ⌐ ⁸ ⁸ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ ⇔ ╩ ⅎ╢⌂≥⇔≡⁸

【①】2020年 12月 20日 

【②】○○株式会社 御中 

【③】領収書 

【④】￥１１，０００. －（消費税 10％を含む）  
【⑤】但し □□代として 

【⑥】××株式会社 

（住所）（TEL） 
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╩ √⇔≡™╢↓≤╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

₈ ₉─ ⌐≈™≡ 

─ ⅛╠ ─ ⅜╙√╠⇔√ ⌐≈™≡₈

₉⌐≡ ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 
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（参考：事務局へ送付する書類の整理例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

配 

布 

先 

リ 

ス 

ト 

 

紛失・混入防止のため経費支出管理表の証ひょう番号を右肩に記入 

実施した順番につづっていく 

○用紙サイズはＡ４で統一する。 

※領収書等、Ａ４でない支出証明書類はＡ４の紙にコピーして提出する。 

○経費支出項目の番号ごとにひとまとめにしてバラバラにならないようクリップ（ホチキスは 

並べ変えが困難なので使わない）でとめる。 

○書類の枚数が多い場合には、適宜、クリアファイル等で経費ごとに証明書類を整理する。（そ 

の際はクリップ不要） 

支出を証明する書類 

※原本は事業者が保管し、コピー 

等を事務局に提出すること。 

1 

写 

真 

等 

1 

振 

込 

の 

控 

え 

 

1 

請 

求 

書 

 

1 

納 

品 

書 

1 

発 

注 

書 

 

1 

見 

積 

書 

 

 

 

 

証ひょう番号：1 

2. 広報費（チラシ印刷） 

 

1 

インデックスを付す 

 

経費支出一覧表 

 

事業者名：○○ 

事業者番号：□□ 

 

③経費支出管理表 

（一覧） 

事業者番号は交付

決定通知書に掲載

されている数字を

記載してくださ

い） 

提出が必要な書類

は、経費区分によ

って異なります。 

本手引きＰ．20 以

降を参照のうえ、

右図にように整理

してください。 
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６．補助対象経費 

 

Ⅰ．本事業（コロナ特別対応型）について 

（１）補助対象となる経費について 

≤⌂╢ │⁸ ⌐⁸₈ ה ─ ₉╩

⇔√↓≤⌐ ∆╢ ─ ⌐ ╠╣╕∆⁹ ⌐ ╛ ⅝ ⇔⁸

⅜№∫≡╙⁸ ─ ─ ⅜ ≢№╣┌⁸ │ ⌐≢⅝

╕∑╪⁹ ⌐ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⇔√ ╩⇔√≤™

℮ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ ⅎ┌⁸ ╩ ⇔√╙──⁸

╩ ⇔≡ ─ ╩ ∫√ ─ ⅜⌂™ ⌐│⁸

─ │ ─ ⌐≢⅝╕∑╪⁹  

  

（２）補助対象経費区分ごとの説明および必要証拠書類の例 

↔≤─ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐╕≤╘≡™╕∆─≢⁸ ⌐⇔≡

╩ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ ⌂ ─[1] [6] ⌐≈™≡│⁸ 15 ─

─₈ ─ ╣₉⌐ ⇔≡™╕∆─≢⁸№╦∑≡↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

①機械装置等費 

事業の遂行に必要な機械装置等の購入に要する経費 

ה ╩ ∆╢⌐№√∫≡ ⌂ ─ ⌐ ∆╢ ⅜ ≤

⌂╡╕∆⁹ ─ ─√╘─ ─ ⁸ ⌂╢ ⅎ ─

─ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

₈ה ₉ ⌐ ╘╢₈ ₉⅔╟┘

⌐ ╘╢₈ ₉ ─℮∟⁸₈ ─ ⌐ ∆╢

₉─₈ ┘ ₉ ⌐ ∆╢╙─

Ⱪꜟ♪⁸כ◙כⱤ꞉כ◦ꜛⱬꜟ∕─ ─ ≤ ⌐

≈™≡─╖⁸↓─ᵑ ≢─ ⅜ ≢∆⁹ 

ה ⅜№╡ ⌐⌂╡ ╢╙─ Ɽ♁◖fiה♃Ⱪ꜠♇♩ ⅔╟┘

Ɫה◒☻▫♦♪כ ה ☿♪♇ⱫהꜝWEB ◌ⱷהⱣכ◘ה

כ♃כꜟהכ♫ꜗ◐☻הכ♃♬⸗הⱱfiꜘ▬ה♩♇ ⁸♥꜠ⱦה○☺ꜝה

─ │ ≤⌂╡╕∆⁹ 

ה ⅜ ╩ ⅎ╢♁ⱨ♩►▼▪ ╩ ∆╢ │⁸ ─

⌐╟╡ ↕╣√ ─╖ ≤⌂╡╕∆⁹ 

ה ∆╢ ─ ╩ ⅝⁸ ≤⇔≡ ╘╠╣╢ ─

│№╡╕∑╪⅜⁸ 50 ⅝ ─ ─ │₈

₉⌐ ⇔⁸ ⅜ ⇔⁸ ─ ╩ ↑√ ≢№∫≡╙⁸

─ │ ⅛╠ ⌐⅔™≡ ≢─ ⁸
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⁸ ⁸ ⅜ ↕╣╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

⌐ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ∏

┼ ╩ ⇔⁸ ╩ ↑√ ≢⌂↑╣┌ ≢⅝╕∑╪⁹

│⁸ ╩ ⇔√ ⌐ ⇔⁸

⌐ ⇔⁸ ⅛╠ ↕╣╢ ─ ─√╘⁸ ⇔√ ─ ╕

√│ ⌐ ∆╢ ╩ ↕∑╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ ╩ ∏⌐ ╩ ℮

≤⁸ ⌐╟╡ ה ─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

β ─ ⌐≈™≡ 

ủ ─ │⁸ ─╙≤⁸ ≤⇔≡ ╘╕∆⁹ 

ủ ─ ⅜ ≤⇔≡ ╘╠╣╢ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

ᵑ ⅜ 50 ⅝ ─╙─≢№╢↓≤ 

⅜ 50 ⅝ ─ ╩ 50 ⅝ ⌐⌂╢

╟℮⌐ ⇔≡ ∆╢ │⁸∕─ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

ᵒ ─ ⌐│⁸ ─ ╩ ∆√╘⁸ ─

⅛╠─ fiꜛ◦◒כ○⁸╛ ▬fi♃כⱠ♇♩○כ◒◦ꜛfi╩

╖╕∆ ⌐╟╢ │ ⅛╠ ⌐≈™≡─ ╡╩ ∆╢↓

≤ 

─ │ 100 ─ ─╖ ╡⅜ ≢∆

⅜⁸ ─ │⁸ ⌐ ╦╠∏⁸∆═≡⁸ ╡⅜

≢∆⁹ 

√∞⇔⁸ ◖꜡♫ ⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡

⌐ ∫≡⁸∕╣ ⇔√ ╩ ≤⇔≡ ╘╢

↓≤≤⇔≡™╢─≢⁸ ⌐ ─ ≢ ╩ ╗ ╩ ⇔

√ ⁸ │ ─╙─ ⇔√ │⁸ ⌐↔

ↄ∞↕™⁹ 

─ ⌐⁸↓╣╠ ─ ╩ ∏ ⇔≡ↄ∞↕™⁹

─ ⌐╟╢ ≢─ │⁸ ─ │⁸ ≤⇔

≡ ╘╠╣╕∑╪  

ᵓ ⇔√ ─ ╛ ⌐⅛⅛╢ │⁸ ≤⇔≡ ╘

╠╣╕∑╪⁹╕√⁸ ─ ╛ ⌐╟╡ ─ ┼─

⅜≢⅝⌂⅛∫√ ⌐│⁸ ─ ⌐≢⅝╕∑╪─≢↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

対象となる経費例 

ה ╣ ─ ─√╘─ ↑ ⁸▪▼♅כⱬⱦה

╛ ☻Ɑכ☻ ⁸☻כ◔כꜛ◦─╘√─ ─√╘─ הⱩfiכ○ה

⁸ ☻ⱦכ◘⌂√ ─√╘─ ה ⱪꜞfi♃⁸כ
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ⱪꜞfi♃כ ╗ ⁸ ─√╘─ ♁ⱨ♩►▼▪ ─ ™

─√╘─ ♁ⱨ♩⁸ ⌐ ≡╢ ♁ⱨ♩ ⁸

─℮∟⁸ᵑ₈ ─ ⌐ ∆╢

₉─₈ ┘ ₉ ⌐ ∆╢╙─ Ⱪꜟ♪⁸כ◙כⱤ꞉

─⧵ꜟⱬꜛ◦כ ─ ⁸ᵒ  

 

ₒ ⌐⅔↑╢ ─ ─ ₓ 

─כ◌fi♅♇◐ה Ҝ  

⌐כ◌fi♅♇◐ה ∆╢√╘─ Ҝ ⌐ ╩ ⅎ⁸ 

╩ ∆╢↓≤  

β ⌐⁸ ≤⇔≡₈◐♇♅fi◌₉כ⌐ ⇔ ╩ ∆╢

↓≤⅜ ⁹ 

β ◐♇♅fi◌כ⌐ ∆╢≈╙╡≢№╡⁸ ╙ ⇔≡™√⅜⁸ 

⌐╛╠⌂⅛∫√⁹Ҝ ⌐⌂╠⌂™ 

β ⌐⁸ ∏ ≢ ─ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ה ╩◐♇♅fi◌כ⌐ ∆╢√╘─ Ҝ ᵝ  

 

対象とならない経費例 

₈ ─ ⌐ ∆╢

₉ ─₈ ┘ ₉ ≤ ⌐ ∆╢╙─╩ ↄ ⁸ ה

─  ─ הⱤ♁◖fiה ⱪꜞfi♃הכ ♩♇꜠Ⱪ♃ה ה

WEB ◌ⱷꜝה►▼▪ꜝⱩꜟ ה ה ⅔╟┘ ♁ⱨ♩►▼▪ ↓╣╠

─ │ ≡  ⅜ ™╙─≤⇔≡ ≤⌂╡╕∆⁹⁸ ה ⌐ ╦╠∏

⌐ ⇔≡™╢♁ⱨ♩►▼▪─ ⁸ №╢ ╩ ≤⇔≡ ה ∆╢

⅜ ℮ ─ ה ╣ ♦⸗ ה ≤∆╢ ≢╙ ⁸

⌂╢ ⅎ ≢№∫≡ √⌂ ⌐≈⌂⅜╠⌂™ ⁸ ™

─ ה ⌐ ∆╢╙─╩ ↄ ⁸ ⁸  

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[ 6] は、Ｐ．15の５．（４）に対応 

[1] 100 ─ ⌐≈™≡│⁸◌♃꜡◓╛WEB◘▬♩─ ╕

√│ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─ ≢╙  

β ─ ╕√│ ─ ≢⌂™ ╡  

β ≢ 100 ╩ ∆╢ ╩∆╢ ⌐│ ─ ╙╡⅜ √∞

⇔⁸ ─ ╙╡╩ ╢─⅜ ⌂ │⁸ ≤∆╢ ╩

─ ─ ╩ ↄ  

β√∞⇔⁸ ─ ─ │⁸ ⌐ ╦╠∏⁸∆═≡⁸ ⅛╠─

⅜ ↓─ ⁸ ─ ⌐╟╢ ≢─ │⁸
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≤⇔≡ ╘╠╣╕∑╪  

⌂⅔⁸ ◖꜡♫ ⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡

⌐ ∫≡⁸∕╣ ⇔√ ╩ ≤⇔≡ ╘╢↓≤≤

⇔≡™╢─≢⁸ ⌐ ─ ≢ ╩ ╗ ╩ ⇔√ ⁸

│ ─╙─ ⇔√ │⁸ ⌐↔ ↄ∞↕

™⁹ 

[2] ╕√│  

β ─ ≢⌂™ ╡  

[ 3] ╩ ⇔√ ─╖ ╕√│  

[ 4]  

β ─ ≢⌂™ ╡  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

 │ 18 7 ╩  

[ 5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔ ╩  

[ 6] ─  

β ⇔√ ─ ╕√│ ⅜╦⅛╢ ╩ ∏ ∆╢↓≤ 

 

β 50 ⅝ ─ ╩ ∆╢ │⁸₈

₉ ה 11 ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

β ≢ ⇔√ ⌐│⁸₈ ⌐╟╢ ₉

≤™℮ ꜟכ◦ ⌐╟╡ ─ ≤ ∆╢↓≤ │ ↄ ⁹ 

 

（具体例）機械商社から機械を購入した場合に提出が必要な証拠書類 

⅛╠╙╠℮  

⅜ ⌐ ∫√  

⅛╠╙╠℮  

┼ ∫√↓≤⅜ ≢⅝╢ ╕√│  

⇔√ ─  

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

₈ ─ ₉⌐ ∆╢ ⌐│⁸ ה ה ⅜ ≤─

↓≤∞⅜⁸ ⅜☻כ◔⌂℮╟─≤│⌐ ∆╢─⅛  

Ҝ ⅎ┌⁸ ⌐⅔™≡⁸ ≢ ∆╢ ⅝ 10 ╩

≢ ∆╢ ⅜ ⇔╕∆⁹↓─ ⌐│⁸ ⅔╟┘ ⇔√ ─ ╩

─℮ⅎ⁸₈ ─ ≢№╢₉ ╩ ⅝ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ ⌐

╩ ⇔⁸ ∆╢ ⌐│⁸₈ ─ ₉⌐ ⇔╕∑╪⁹  
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40 ─ ╩ ™ ─ ™≢ 20 ╩ ™⁸

⌐ 20 ≢ ∫√⁹↓─ │ ≤⌂╢⅛  

Ҝ∆═≡─ ™⅜ ⌐ ╦∫≡™⌂™√╘⁸ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

╩ ∫≡ ⇔√ ≢ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔√⁹↓─ │

─ ≤⌂╢⅛  

Ҝ ╕≢⌐ ⅜ ⇔√ ⌐│⁸ ─ ≤⌂╡╕∆⁹₈

⌐ ╢ ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

⅜ 12⅛ ─♁ⱨ♩►▼▪ ╩ ∆╢ │⁸ │

≥─╟℮⌐ ∆╢─⅛  

Ҝ ─ ⌐╟╡ ↕╣√ ─╖≤⌂╡╕∆⁹ ⅎ┌⁸

─ ╩ 12 ⅛ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ⌐ 12 ╩

™⁸ ⌐ ⅛ ≤∆╢ ⇔√ ⌐│⁸ 

12 ÷12⅛ × ⅛ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

≢ ╩ ∫√⅜⁸ ⅜ ╩ ⇔≡ↄ╣√─≢⁸∕╣╩

─◄ⱦ♦fi☻≤⇔≡ ∆╣┌╟™⅛  

Ҝ ⌐╟╢ ™─ ─√╘⁸ ╛ ─ ⇔ ה ⅜

⅛╢╙─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

≢ ─ ™ ⌐ ™╢√╘⌐⁸ ≢№╢ ╩ ⅎ≡

⇔√⅜⁸↓─ │ ≤⌂╢⅛  

Ҝ ╩ ≤⇔≡ ╕√│ ∆╢ ⅜ ℮⁸ ─

╣ │⁸♦⸗ ה ≢№∫≡╙ ≢∆⁹ 

 

②広報費 

パンフレット・ポスター・チラシ等を作成するため、および広報媒体等を活用するた

めに支払われる経費 

ה ⌐ ≠ↄ ─☻ⱦכ◘ה ╩ ≤⇔√╙─⅜ ≢№╡⁸

⌂╢ ─ ╛ ⌐ ↕╣╢ │⁸ ≤⌂╡╕∑╪⁹

─☻ⱦכ◘ה ╙ ╙ ↕╣≡™⌂™╙─│ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

◦ꜝ♅ה ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ╙⇔ↄ│ ⇔√ ─╖⅜

≤⌂╡╕∆⁹ 

ה ─ ⌐ ╢ ─╖ ⌐≢⅝╕∆⁹

⌐ ╩⇔≡™≡╙⁸ ⌐ ⅜⌂↕╣╢ ⅜ ↕╣ ⌐
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↕╣╢ ─⅜ ≤⌂╢ ⌐│ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

ה ⅎ┌⁸ ►▼Ⱪ◘▬♩╩ ⅝ ─ ≢ ∆╢ ⁸

►▼Ⱪ◘▬♩│₈ ₉⌐ ⇔⁸ ⅜ ⇔⁸ ─

╩ ↑√ ≢№∫≡╙⁸ ─ │ ⅛╠ ⌐⅔™≡

≢─ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ↕╣╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

⌐ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ∏

┼ ╩ ⇔⁸ ╩ ↑√ ≢⌂↑╣┌ ≢⅝╕∑╪⁹

│⁸ ╩ ⇔√ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⇔⁸

⅛╠ ↕╣╢ ─ ─√╘⁸ ⇔√ ─ ╕√│ ⌐

∆╢ ╩ ↕∑╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ ╩ ∏⌐ ╩ ℮≤⁸

⌐╟╡ ה ─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ╩ ↑√ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂ⱱכⱶⱭ

─☺כ ╛ │⁸ ┼─

⅜ ≤⌂╢₈ ₉⌐│ ⇔╕∑╪⁹ 

 

対象となる経費例 

►▼Ⱪ◘▬♩ ╛ ה◦ꜝ♅⁸ ─◓꜡♃◌ה ╛ ⁸ ה fi▬ה

♩♇Ⱡכ♃ ⁸ ה ⁸ ≤ ⌐ ⌂╢╙─≢№╢

─╖ ⁸ ─☻ⱦכ◘ה ⅜ ↕╣≡™╢ ─╖  

対象とならない経費例 

≤ ∂╙─╩ ≤⇔≡ ™╢ ⁸ ⱦכ◘ה

☻─ ─ ⅜⌂™ ⁸ ⁸ ─☻ⱦכ◘ה ╩ ≤⇔⌂™

ה Ɽfiⱨ꜠♇♩─ ה ⌂╢ ─ ⌐ ↕╣╢

╙─≤⇔≡ ⁸ ─ ─ ה◦ꜝ♅ה ╩

≢ ∆╢ ─ ≢╙⁸Ɑfi ⁸◒ꜞ▪ⱨ□▬ꜟ⁸ ◒fi▬ה ה ─

│ ≢∆⁹ │ 56╩ ↄ∞↕™⁹⁸ ה ⁸♅ꜝ◦

─℮∟ ה ⁸ ─ ─ ╛ ─ ⁸ⱨꜝfi♅ꜗ

▬☼ ⅜ ∆╢ ─ ⁸ ╛ ⌐ ∂≡ ↕╣╢ ⁸►

▼Ⱪ◘▬♩─ ≢ ╛ ⅜ ⌂╙─ 

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1] 100 ─ ⌐≈™≡│⁸◌♃꜡◓╛WEB◘▬♩─ ╕

√│ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─ ≢╙  

β ─ ╕√│ ─ ≢⌂™ ╡  

[1]  

β 100 ─ ⌐≈™≡│  

[2] ╕√│  
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β ─ ≢⌂™ ╡  

[4]  

β ─ ≢⌂™ ╡  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

 │ 18 7 ( 8)╩  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔ ╩  

[6] ◖Ⱨ⁸כ ≢╙  

β ─ ─☻ⱦכ◘ה ⌐≈⌂⅜╢↓≤⅜ ∆╢ ╩

∆╢↓≤⁹ 

►▼Ⱪ◘▬♩ ─ │ ╩ⱪꜞfi♩▪►♩⇔√╙─⁸╙⇔ↄ│♦כ♃

╩ ╘√ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

☻ⱦכ◘⁸ ⅜ ≢⅝╢╙─╩ ∆╢↓≤⁹ 

[6] ꜞ☻♩ №╡  

β ─ ─╖  

⅜ ≢⅝╢ │⁸ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 

β  

►▼Ⱪ◘▬♩╩ 50 ⅝ ─ ≢ ∆╢ │⁸ 

₈ ₉ ה 11 ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

β  

►▼Ⱪ◘▬♩╩ 30 ⅝ ⁸web◘▬♩  30 ⅝ ╩

⇔√ ⁹ ≢ 50 ⅝ ─ ⌐⌂╢√╘⁸₈

₉ ה  11 ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

（具体例）印刷会社にチラシを発注（5 万円、5,000 枚）し、補助事業期間中に 3,000

枚を配布した場合に提出が必要な証拠書類（100万円以下の場合） 

⅛╠╙╠℮  

⅜ ┼ ∫√  

⅛╠╙╠℮  

┼ ∫√↓≤⅜ ≢⅝╢ ╕√│  

⇔√ ♅ꜝ◦  

ꜞ☻♩ 

β5,000 ─℮∟⁸3,000 ╩ ⇔√ ╩ ™√∞⅝╕∆⁹ 

β ⌐ ⌐ ⇔√ ─╖⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

│ 5 ÷5,000×3,0003 ≢∆⁹ 
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ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

♅ꜝ◦╩ ≢ ∆╢⁹ ≤▬fi◒◌כ♩ꜞ♇☺ │ ≤⌂╢

⅛  

Ҝ ╙▬fi◒◌כ♩ꜞ♇☺ ╙₈ ─ ─ ₉⌐ ⇔⁸

≢∆⁹ 

 

─♅ꜝ◦╩ 1,000 ⇔⁸ ╕≢⌐ 500 ⇔√⁹

≤⇔≡│⁸500 ⅜ ╘╠╣╢─⅛  

Ҝ∕─≤⅔╡≢∆⁹♅ꜝ◦ ─ ╛ │⁸ ⌐

╙⇔ↄ│ ⇔√ ╩ ≤⇔≡ ≢⅝╕∆⁹♅ꜝ◦ ─ ⌐

≈™≡│⁸ ꜞ☻♩╙№╦∑≡↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

≤⇔≡ ╘╠╣╢⁸₈ ≤ ⌐ ⌂╢₉ ─

≤│⁸ ⅎ┌≥─╟℮⌂╙─⅛  

Ҝ ⅎ┌⁸₈ ◘fiⱪꜟ ≢№╢ ─ ⅜№╢ ₉─ ⁸ ─

⌐ ⇔ ⌂™╙─╩ ⇔√ ⌂≥≢∆⁹ 

 

─ │ ⅛  

Ҝ ─☻ⱦכ◘ה ╩ ≤⇔√╙─≢│⌂ↄ⁸ ─ ⌐ ╢ ⌂─

≢ ≢∆⁹ 

 

─ ⅜ ∆╢▬fi♃כⱠ♇♩◦ꜛ♇Ⱨfi◓⸗כꜟ⌐ ╩ ∆╢

√╘─ ה ה │ ⅛  

Ҝ ─ ∆╢▬fi♃כⱠ♇♩◦ꜛ♇Ⱨfi◓⸗כꜟ┼─ ה ╙ ≤

⌂╡╕∆ ⌐╟╡ ∆╢ │ ↄ ⁹⌂⅔⁸ ⌐╟╡ ⅜ ∂√

│⁸ ∆═⅝ ⅛╠ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

√⌂►▼Ⱪ◘▬♩─ ⌐№√∫≡♪ⱷ▬fi╩ ⇔√⁹ ⌐₈♪ⱷ 

 ▬fi 12,000 ₉≤№╡⁸ ⌐ ∫√⁹↓─ ™  

 ─℮∟⁸ ⌐ ⇔√ ─╖ ≤⇔≡ ⌂─⅛  

Ҝ∕─≤⅔╡≢∆⁹ ⅜ ╩ ⅎ╢ │⁸ ─ ⌐╟╡

↕╣√ ─╖ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

─ ⌐ ─ ⌐ ↄ⁸ ⌐ ה ⇔√

│ ≤⌂╢─⅛  

Ҝ ─ ─ ≢№╡⁸ ≢∆⁹ 

 

≢№╢ ⅜⁸ ≢⌂™ ─ ≤⁸ ≢ ╩ ∫√⁹
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⅜⁸ ╩ ∫√─∞⅜⁸∕─ ╩ ⌐ ≢⅝╢─⅛  

Ҝ ≤ ≢ ╩ ⇔√─≢№╣┌⁸ ⁸ ⅜ ∆╢═⅝ ╕

≢⇔⅛ ╘╠╣╕∑╪⁹╙⇔⁸ ─ ⅜ ⌐ ∆╢╙─≢⁸ ╡─

⅜ ─ ⌐ ∆╢╙─≢№╣┌⁸ ─℮∟─ ╕≢⇔⅛ ⌐∆

╢↓≤│≢⅝╕∑╪⁹ 

 

⅝ 50 ─ ≢ ⱱכⱶⱭכ☺╩ ⇔√ │₈

₉⌐ ∆╢⅛  

Ҝ ⇔╕∆⁹ 

 

10 ◒ꜞ♇◒ ⌂℮╟─≤ⱦ☻⌐≈™≡│⁸כ◘ ⅜ ⌂─⅛  

Ҝ ─[1] [6] ─ ╩↔ ↄ∞↕™⁹⌂⅔⁸ ↔ ─ ⌐│⁸

≤⇔≡ ⇔√™ ⅜⁸ ─ ⌐ ⇔≡™╢↓≤╛⅔ ─ ╣⅜

≢⅝╢╟℮⁸ ╛ ─ ⌐ⱴכ◌כ╩ ↄ⌂≥─↔ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹ 

⌐ ╢↓≤≢│№╡╕∑╪⅜ ™≈⁸ ⅜⁸≥─╟℮⌂ ≢⁸ ─

╩ ⇔⁸∕─ ⁸™ↄ╠─◖☻♩⅜ ⇔⁸™≈ ⅜ ╪∞─⅛⁸≤™℮

─ ╣╩ ⅜ ⌐ ≢⅝╢╟℮⁸ ╩∕╤ⅎ⁸

⌐ ∂≡ ╩ ∆╢╟℮⌐⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 

 

[1] ⌐≈™≡ 

╩∆╢ ⌐⁸ ╩™ↄ╠≢ ⇔≡™√─⅛⅜ ≢⅝╢ ╛

⌂≥╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

[2] ⌐≈™≡ 

─ ⌐ ╩ ⇔

√↓≤⅜ ≢⅝╢╟℮⁸ ⅜ ≢⅝╢ ╛ ⌂≥

╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

β ─ ⇔√ ⅜ ≢⅝╢ ⌂≥─ ⅜⌂™≤ ⌐≢⅝╕∑ 

╪⁹╕√⁸ ─ ⅛╠ ⇔≡™

╢ ─ ╩ ⇔√∞↑≢│⁸ ⌐≢⅝╕∑╪⁹ 

[3] ה ה ⌐≈™≡ 

≤⇔≡ ⇔√™ ⅜⁸™≈⅛╠™≈╕≢ ⅜ ↕╣⁸∕─

⌐ ⇔⁸™ↄ╠─◖☻♩⅜ ⇔≡™╢⅛⅜╦⅛╢ ⌂≥╩ ™√∞

⅝╕∆⁹ 

β₈ ─ ⅛╠ ⇔≡™╢

─ ₉≤⁸₈ ≤⇔≡ ╡ ╪∞ ─

⌐ ⇔√ ₉─◖☻♩⅜ ↕╣≡

⌐ ↕╣≡™╢↓≤⅜№╡╕∆⁹∕─ ⌐│⁸₈ ≤⇔≡

╡ ╪∞ ─ ⌐
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⇔√ ₉⌐ ╢◖☻♩⅜™ↄ╠⅛⅜╦⅛╢ ⌂≥─ ⅜⌂™≤⁸

⌐≢⅝╕∑╪⁹ 

[4] ⌐≈™≡ 

╛ ⌂≥╩ ™√∞⅝╕∆⁹ ™≢№╣┌⁸ ⅜

∆╢ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

[5] ⌐≈™≡ 

⌐ ∫√↓≤╩ ≢⅝╢⁸ ─ ⇔⅛

⌂≥╩ ™√∞⅝╕∆⁹ 

β◒꜠☺♇♩◌כ♪ ™─ ⁸◒꜠☺♇♩ ─ ╩ ≢↔ ™

√∞⅝╕∆⁹╕√⁸ ⅛╠ ⅝ ≤↕╣√ ⅜⁸ ╩ ⅞≡™╢

™⌐≈™≡│⁸ ≤⌂╡╕∆─≢⁸↔ ↄ∞↕™⁹ 

β ⅛╠ ─ ⌐

╩⇔√ │⁸ ⌐ ╘╢↓≤│≢⅝╕∑╪⁹ 

[6] ─  

─ ▬ⱷ⁸☺כ⅔╟┘◒ꜞ♇◒ ─ ─◘▬♩ ⌂≥╩↔ ↄ∞

↕™⁹ 

β ─ ─ ⅜№∫≡╙⁸≥╪⌂ ╩ ⇔√⅛⅜╦⅛╢

▬ⱷכ☺⌂≥─ ⅜≢⅝⌂↑╣┌ ⌐≢⅝╕∑╪⁹ ╩ ⇔√╠⁸

∏ ▬ⱷכ♦─☺כ♃╩ ⇔⁸ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

③展示会等出展費 

新商品等を展示会等に出展または商談会に参加するために要する経費 

ה ─ ⅜⁸ ⅛╠ ↑√ ⌐╟╡ ∆╢ ╩ ╗ ⌐╟╡

─ ╩ ↑╢ ─ │⁸ ≢∆⁹ 

ה ─ ⌐ ⅎ≡⁸ ∆╢ ꜠fi♃◌כ ⁸●♁ꜞfi ⁸

│ ↄ ה ה ╙ ≤⌂╡╕∆⁹ 

ה ─ ⌐≈™≡│⁸ ╖│ ─

≢╙ ™╕∑╪⅜⁸ ─ ╛ ─ ⅜

─ ╟╡╙ ≤⌂╢ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

ה ─╖╩ ≤⇔⁸ ⌐ ⅜╠⌂™╙─│ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

ה ⌐ ↕╣╢ ─ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

ה ⁸ ủủ ┼─ ה │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

ה ─ ─ ⌐№√╡ ≢ ─ ╩

⌐ ∆╢ ⌐│⁸ ─ ╩ ≢ ה ∆╢ ╙№╦∑

≡↔ ↄ∞↕™⁹ ─ ⌐ ∆╢ ─ │ ≢

∆⁹  

ה ⌐№√╡ ⌂ ─ │⁸ᵑ ⌐ ⇔╕∆⁹
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─ ─ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹  

ה ╩ ╪∞ ─ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1] 100 ─ ⌐≈™≡│⁸WEB◘▬♩─ ╕√│

⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─ ≢╙  

β 100 ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐⅔™≡│  

[1] ╕√│  

β 100 ─ ⌐≈™≡│  

ה [2] ה ⅜ ≢⅝╢  

β ─ ⌐≈™≡│⁸ ─

─ ה ─╖  

[4]  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

 │ 18 7 ( 8)╩  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔ ╩  

[6] ─ ה  

[6] ꜞ☻♩╕√│  

β ╩ ∆╢ │ ≤ ⌡╢↓≤╙  

 

（具体例）展示会出展料を計上する場合に提出が必要な証拠書類 

─ ─№╢ ─ ♅ꜝ◦ 

β ⌐ ∆╢ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

β ─ ╟╡╙ ─ ╖≢╙

≤⌂╡╕∆⁹ 

⅛╠╙╠℮  

β ─ ⌐ ↕╣√ ≢⌂™

≤ ≤⇔≡ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

 │ 18 7 ( 8)╩  

┼ ∫√↓≤⅜ ≢⅝╢ ╕√│  

ה  

β≥─╟℮⌂ ⌂─⅛⅜╦⅛╢ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ ─ ♅

ꜝ◦≤ ⌡╢↓≤⅜≢⅝╢ ╙№╡╕∆⁹  

ꜞ☻♩╕√│  
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β ⌐ ⅜ ⌐ ⇔√↓≤⅜╦⅛╢ ╩↔ ↄ∞↕™⁹

╩ ∆╢ │ ≤ ⌡╢↓≤╙ ⁹  

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

╛ ─ ╖⌐≈™≡│⁸ ─ 2020 2 18  

≢╙ ╘╠╣╢─⅛  

Ҝ ┼─ ─ ╖⌐≈™≡─╖⁸ ─ 2020 2 18

─ ╖≢╙ ≤⌂╡╕∆⁹ √∞⇔⁸ ─ ⅜ ─

2020 2 18 ≢⌂↑╣┌ ⌐⌂╡╕∑╪⁹  

 

─ ⇔ ╖≢⌂ↄ⁸ ╩ ∆╢√╘⁸ ─ ╩

≤⇔√™⁹↓─ │⁸ ≢ ∆╢─⅛  

Ҝ ⌐ ∆╢√╘─ ≢│⌂™─≢⁸ ≢ │≢⅝╕∑╪⁹

│ ≢ ™√∞⅝╕∆⁹ 

 

⅜ ≢⌂™ │⁸ ─ │

⅛  

Ҝ∕─≤⅔╡≢∆⁹ ─ ⌐ ╢ ⇔⅛ ≤ ╘╠╣╕∑

╪⁹ 

 

╩ ╢√╘⌐⁸ ╩ ⇔√ ─ ⌂ │  

Ҝ ⁸ ⁸ ─╙─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

≢ ∆╢ ─ ⁸ⱳ☻♃הכ♅ꜝ◦ │ ≢ ∆

╢─⅛  

Ҝ ─ │ ⁸ⱳ☻♃הכ♅ꜝ◦ │ ≢ ™√∞⅝╕∆⁹ 

 

④旅費 

事業の遂行に必要な情報収集（単なる視察・セミナー研修等参加は除く）や各種調査

を行うため、および販路開拓（展示会等の会場との往復を含む。）等のための旅費 

ה │ ⅜ ╘╢ ─ ╩ ╕ⅎ√ ⌐╟╡ ∆╢↓≤≤

⇔╕∆⁹ ─ │⁸ ₈ ─ ⌐≈™≡₉╩ ↄ∞↕™⁹ 

ה ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ™√ ╙ ⅔╟┘ ⌂

⌐╟╡ ↕╣√ ≤⌂╡╕∆⁹ 

כ◦◒♃ה ⁸●♁ꜞfi ⁸ ⁸꜠fi♃◌כ ≤™∫√

─ ⌐╟╢ │ fiכꜞ◓⁸√╕⁹╪∑╕╡⌂≥ ⁸ⱦ☺Ⱡ☻◒

ꜝ☻ ─ ⌐ ↕╣√ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 
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ה ─ ⌐╟╡⁸ ⅜ ≢⅝╢╙─⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ ─

⌐ ∆╢ ≤╖⌂↕╣╢ │ ≤⌂╡╕∆⁹ 

ה ─ ⌐№√╡ ≢ ─ ╩ ⌐ ∆╢ ⌐

│⁸ ─ ╩ ≢ ה ∆╢ ╙№╦∑≡↔ ↄ∞↕™⁹

─ ⌐ ∆╢ ─ │ ≢∆⁹  

 

【旅費の支給基準について】 

⌐ ∆╢ │⁸ ⅜ ╘╢ ╩ ╕ⅎ√ ⌐╟╡ ∆╢

↓≤≤⇔╕∆⁹ 

ה ╙ ⌂ ─ ⅔╟┘ ⌐╟╡ ⇔√ ─ ⌐╟╡ ∆╢⁹ 

ה │ ─ ⌐ ≠ↄ ה ─ ╩ ≤⇔⁸ │ 

╘⌂™╙─≤∆╢⁹o₈ ה ╖₉≢ ╩ ∆╢  

─ │⁸ ─ ⌐ ה ╩ ⅎ√ ⅜ ₓ 

 

√╡  

   

 10,900 

ה ─  

9,800 

ה ─  

 

 

⁸↕™√╕ ⁸

⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⁸  

─∆═≡ 

 

№√╡  

     

 19,300 16,100 12,900 11,600 

 

▪ⱷꜞ◌ ⁸◌♫♄  

꜡◘fi♀ꜟ☻⁸♬ꜙ⁸◒כꜜכ 

◘fiⱨꜝfi◦☻◖⁸꞉◦fi♩fi

D.C 

ủ   

 

▬◑ꜞ☻⁸ⱨꜝfi☻⁸

♪▬♠⁸▬♃ꜞ▪⁸ ⅛

 

☺ꜙⱠכⱩ⁸꜡fi♪fi⁸Ɽꜞ ủ   

꜡◦▪⁸ⱳכꜝfi♪⁸

♅▼◖⁸Ɫfi●ꜞכ  
⸗☻◒꞉  ủ  

 
▪Ⱪ♄ⱦ⁸☺♇♄⁸◒►▼⁸♩כ 

ꜞꜘ♪ 
ủ   

▪☺▪ 

▪☺▪ ▬fi♪◦♫

◦fi●ⱳ⁸▬♃⁸ꜟכⱵ

ꜗfiⱴ⁸כⱴ꜠כ◦▪╩

╗ ⁸▬fi♪Ⱡ◦▪⁸ⱨ▫ꜞ

◦fi●ⱳכꜟ  ủ  
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Ⱨfi ⁸ ⁸  

▪☺▪ ▬fi♪ ⁸▪

☺▪ ⁸  

 
  ủ 

    ủ 

ꜝכ☺כꜙ♬⁸▪ꜞꜝ♩☻כ○

fi♪⁸ⱳꜞⱠ◦▪⁸Ⱶ◒꜡Ⱡ◦▪⁸ⱷꜝ

Ⱡ◦▪  

 

 ủ  

▪ⱨꜞ◌ ▪ⱦ☺ꜗfi   ủ 

    ủ 

  

 

対象となる経費例 

┼─ ╛⁸ ─√╘⌐ ⌂ ─ ⌐ ╢⁸

┼─ ⁸Ᵽ☻ ⁸ ⁸ ╗ ⁸ ◘

☺כꜗ♅כ ╗⁹◄◖ⱡⱵכ◒ꜝ☻ ─ ╕≢⅜ ⁸ ⁸

 

対象とならない経費例 

─ ─ ⁸ ⁸ ─●♁ꜞfi ⁸ כ◦◒♃⁸ ⁸

fiכꜞ◓ ☻ꜝ◒☻ⱦ☺Ⱡה ─ ⁸ ה⅝ ⅝ ⱪꜝfi⌐

⅔↑╢ ה ⁸ כ♫Ⱶ☿ה ─√╘─ ⁸Ɽ☻ⱳכ♩

 

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1][3] №╡  

[1] ⁸ ⅜ ≢⅝╢╙─ 

β ╕√│▬fi♃כⱠ♇♩─ ╩ⱪꜞfi♩▪►♩⇔√╙─ 

[5] ─ ⅔╟┘ ╩ ⇔√ ─╖  

β ♅◔♇♩ ⅎ│ ≤⇔≡ ╘╠╣╕∑╪⁹ │ 36 ╩ ↄ∞↕™⁹ 

[5] ─ ⅜ ⇔√ ─╖  

β₈ ₉≤⌂∫≡™╢ ─ │⁸ │  

[5] ┼ ─ ⅜№∫√ ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔ ╩  

♩כ꜠ [6] ─ ─╖  

[1][2][4][5] ⌐ ▬fi♃כⱠ♇♩ ╗ ╩⇔√

╛ ─ ∆╢ ⁸ ⁸ ⅔╟┘  

β ⌐ ⇔√ ≢╙⁸ ─ ⅜ ≢∆⁹╕√

╩ ∆╢ ⌐│ ─ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

 │ 18 7 ( 8)╩  
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（具体例）国内の展示会に参加するために電車・飛行機に乗ったほか、展示会開催地

周辺で宿泊した場合に提出が必要な証拠書類（従業員立替なし） 

 

β ⅜≥─╟℮⌐ √⌂ ⌐≈⌂⅜∫√─⅛╩ ™√∞⅝╕∆⁹ 

β ⅜ ≢⌂™ │⁸ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

▬fi♃כⱠ♇♩ ה ה  

β ≤ ─ ⅜ ⌂╢ ⌐│⁸∕─ ⌐≈™≡─ ╩

↔ ↄ∞↕™⁹ 

─ ⌂↑╣┌ ♅◔♇♩ ⅎ≢─ │  

β ╩ ⇔√ ⌐│ ─ ⅜ ≢∆⁹ 

─  

─  

β ⅜ ≡ ⅎ√ ⌐│⁸ ─╒⅛⁸ ┼ ╩⇔≡™╢↓≤⅜

╦⅛╢ ─ ⅜ ≢∆⁹ 

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

⅜ ⇔⁸ ╩ ≡ ⅎ√⁹↓─ ⌐│⁸ ⌐ ╩ ∆

═⅝⅛  

Ҝ ⅜ ≡ ⅎ╩ ∫√ ⌐│⁸ ⅜ ℮ ⌐ ⌂ ⌐

─╙─ ─╒⅛⁸ ⅜ ⌐ ╩ ⇔√↓≤⅜╦⅛╢ ─ ─╟℮

⌂ ⅜ ≢∆⁹ 

ה ⌐ ⅜ ⇔√₈ ⅎ ─ ≤⇔≡₉ ≤ ↕╣√

≢ ℮  

ה ⅎ ─ ─№╢ ─ ─◖Ⱨכ ≤№╦∑≡ ╡ ╗

 

β ≢♪כ◌♩♇☺꜠◒⅜ ∫√ │⁸ ⅛╠ ⅝ ≤↕╣√ ⅜

╕≢≤⌂╡╕∆⁹ 

β⌂⅔⁸ ⁸ ⅜ ⌐ ⅎ ─ ╩⇔√ ⅜⁸ ─

≤⌂╡╕∆─≢⁸ ╕≢⌐ ⇔╩ ∆╢╟℮⌐⇔≡ↄ∞↕

™⁹ 

 

╩ ⅜ ≡ ⅎ√ ≢ⱳfiכ◒⁸ ∫√⁹↓─ │⁸

≤⌂╢⅛  

Ҝ ⌐ ≢ ∫√ ╕≢⇔⅛⁸ ─ │ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

 

≢№╢ ⅜⁸ ─ ™╩∆╢ ⌐│⁸ ╩ ⇔≡
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╩ ∆╢─⅛  

Ҝ∕─≤⅔╡≢∆⁹ ╛Ᵽ☻ ╙ ─ ─ ≢№╡⁸ ≢№

╢√╘⁸ ╩ ⇔≡ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

≢№╢ ⅜⁸ ─√╘ ┼ ⇔√⁹

≢ ─♅◔♇♩╩ ⇔√╒⅛⁸ ≢ ⇔√⁹ ≢⅛⅛∫√ │∆═

≡ ⌐⌂╢≤ ™√⅜⁸ ⌐ ∫√ ╩ ≤⇔≡

≢⅝╢─⅛  

Ҝ │ ≤⌂╡╕∆⅜⁸ │ ╣≤⌂╡╕∆⁹ ─

⌐≈™≡│⁸ ⇔ↄ│ ╩ ⇔√ ⌐↔ ╩⅔ ™⇔╕

∆⁹⌂⅔⁸ ≢─ │ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

≢ ─ ─ ⌐ ╕╢─∞⅜⁸∕╣│ ≢ ≤⌂╢─⅛  

Ҝ ≢⌂™ ≢№╢√╘⁸ ≢∆⁹ 

 

─ ╙ ╙ ⅜≢⅝⌂™⁹ ♅◔♇♩ ⅎ≢ ╘╠╣╢⅛  

Ҝ ♅◔♇♩ ⅎ≢│⁸ ה ⇔√↓≤│ ≢⅝╕∆⅜⁸ ⌐ ╩

⇔√↓≤⅜ ≢⅝⌂™√╘⁸ ≤⇔≡ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

─ ╛⁸ ─ ╛ ≢ ─ⱪ▬♃♩כ◦꜠╢╣↕

⁸ ⌐ ╛ ™ ╦∑ ⅛╠ ⌂ ⌂≥⁸ ⌐

⇔√↓≤⅜ ⌂ ─ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

≤ⱱ♥ꜟ ╩Ɽ♇◒≢ ⇔ ╪∞─≢⁸∕╣⌐ ╕╣≡™╢ ─

⅜ ⅛╠⌂™⁹ 

Ҝ │ ≢∆─≢⁸ ↕╣√ ⌐↔ ─℮ⅎ⁸ ╩

⅛╠ ⇔ ™≡ↄ∞↕™⁹ 

 

Ɽ♇◒ ─√╘⁸ №√╡─ ⅜ ─ ╩ ⅎ≡™╢⅛ ⅛╠⌂™⁹ 

Ҝ ⌐ ⇔⁸ №√╡─ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

Go To ♩ꜝⱬꜟ╩ ∫≡ ┼ ∫√ ⌐│⁸ ≤⌂╡╕∆⅛  

Ҝ ⌐ ─ ╡⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ⅜ ─ ⅜⁸ ⅛╠

↑√ ⌐╟╡ ∆╢ ╩ ╗ ∆╢ ─ ⁸ ≤

∆╢ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

 

⑤開発費 

新商品の試作品や包装パッケージの試作開発にともなう原材料、設計、デザイン、製
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造、改良、加工するために支払われる経費 

ה ∆╢ ─ │◘fiⱪꜟ≤⇔≡ ∆╢ ⌐≤≥╘⁸

⌐│ ™ ╢↓≤╩ ≤⇔╕∆⁹ ≢─ ⌐

∆╢ │⁸ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

ה ╩ ≤⇔≡ ∆╢ │⁸ ╩ ⇔⁸∕

─ ↑ ™╩ ⌐⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

ה ╩ ≤⇔√ ⁸ ─ ה ⌐ ╢ │ ≤⌂╡╕∆⁹ 

─ ⌐ ⌂ │ ≤⌂╡╕∆⁹  

ה ⅜№╡ ⌐⌂╡ ╢╙── │ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

対象となる経費例 

ה ─ ─ ─ ⁸ √⌂ Ɽ♇◔כ☺⌐ ╢♦◙▬fi─

⁸ ◦☻♥ⱶ ─  

対象とならない経費例 

─ ─ ⁸ ה ≢│⌂ↄ ⌐ ∆╢ ╩

∆╢√╘─ ─ ⁸ ≢ ⇔√⅜ ™ ╠⌂⅛∫√ ⁸

♦◙▬fi─ ╩⇔⌂™ ─ Ɽ♇◔כ☺─ ה ⁸ Ɽ♇◔כ☺─

⅜ ⇔ ⌐ ∆╢ ה ╩ ∆╢√╘⌐ ה ∆╢Ɽ♇◔כ

☺  

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1] 100 ─ ⌐≈™≡│⁸◌♃꜡◓╛WEB◘▬♩─ ╕

√│ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─ ≢╙  

β 100 ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╕√│ ─

⌐⅔™≡│  

[1]  

β 100 ─ ⌐≈™≡│  

[2] №╡ ╕√│  

β ─ ≢⌂™ ╡  

[4]  

β ─ ≢⌂™ ╡  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

 │ 18 7 ( 8)╩  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔ ╩  

[6] ◖Ⱨ⁸כ ≢╙  

[6] №╡ ╩ ⇔√ ─╖  
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（具体例）試作品を開発するための原材料を専門商社から購入した場合に提出が必要

な証拠書類（税込 100万円以下の場合） 

⅛╠╙╠℮  

⅜ ┼ ∫√  

β ─ ⌐⅔™≡│  

⅛╠╙╠℮  

┼ ∫√↓≤⅜ ≢⅝╢ ╕√│  

™  

≢ ─ ⇔√ ⅜╦⅛╢  

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

≢ ↕╣≡™╢ ⅝ 10 ╩ ≢ ⇔√™⁹

↓─ ⌐│⁸₈ ─ ₉⌐ ∆╢⅛  

Ҝ₈ ─ ₉⌐ ⇔╕∆⁹ ה ה ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

↓─ ⁸ ⌐₈ ─ ≢№╢₉ ╩ ⅝ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ 

 

─ ╩ ∆╢⌐№√╡⁸ ꜡♇♩│ ⅜ ⇔≡™╢

ⅎ┌ 100 ≢─ √╘⁸ │⁸ ─√╘─ ⅜ 10

≢№╢⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸ ╩ ∑↨╢╩ ⌂⅛∫√⁹↓─ ⁸ ꜡

♇♩ 100 ─ ─ ╩ ≤⇔≡ ≢⅝╢⅛  

Ҝ ⇔√╙──℮∟⁸ ─√╘⌐ ⌐ ∫√ ╕≢⇔⅛ ≤⇔

≡ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

 

╩ ╗ ≢│⁸ⱪꜞfi─ ▪כꜙ♬ꜞ╩fi▬◙♦─☺כ◔♇Ɽה

ꜟ⇔≡⁸ ╩ ╘√™⁹↓─ ⁸ fi▬◙♦─☺כ◔♇Ɽה ╛

─☺כ◔♇Ɽה ◘fiⱪꜟ ─ │ ≤™℮ ≢╟™⅛  

Ҝ∕─≤⅔╡≢∆⁹√∞⇔⁸ √⌂ ─☺כ◔♇Ɽה ⅜ ⇔√ ⌐⁸

⌐ⱪꜞfi╩ ∆╢√╘⌐ ∆╢ ─☺כ◔♇Ɽה │ ≤⌂╡

╕∆─≢↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

⑥資料購入費 

事業遂行に必要不可欠な図書等を購入するために支払われる経費 

ה ⅜ ─╙─⌐ ╡╕∆⁹ 99,999

│ ⁸ 100,000 │  

ה ∆╢ ה │ ⌐≈⅝ ╩ ≤⇔╕∆⁹ ∂ ─

│ ≢∆⁹  
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ה ⌐ ⌂ ─ │₈ ₉≢∆ ⅜ 10

≢№╢↓≤⁸ ∆╢ │ ⌐≈⅝ ≢№╢↓≤⅜ ≢

∆ ⁹ 

ה ─ │⁸₈ ─ ₉─ │ ⅛╠─

─Ⱡ♇♩ ◘▬♩─◖Ⱨכ≢╙ ⅜ ⌐ ≢⅝╢ ⌐

╡⁸ ≤⌂╡ ╕∆⁹ 

 ⌂⅔⁸ ◖꜡♫ ⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡

⌐ ∫≡⁸∕╣ ⇔√ ╩ ≤⇔≡ ╘╢↓≤≤⇔≡™╢

─≢⁸ ⌐ ─ ≢ ╩ ⇔√ │⁸ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1] ◌♃꜡◓╛WEB◘▬♩─ ⁸╕√│ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑

─ ≢╙  

β ─ ╕√│ ─ ⌐⅔™≡│  

β√∞⇔⁸ ─ │⁸∆═≡⁸ ⅛╠─ ⅜  

[2] №╡ ╕√│  

β ─ ⌐⅔™≡│  

[4]  

β ─ ⌐⅔™≡│  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

 │ 18 7 ( 8)╩  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔ ╩  

[6] ─ כⱧ◖ה  

β ⇔√ ─ ה ─◖Ⱨכ╛ ⁸ ⁸ ⅜╦⅛╢╙

─╩ ∏ ∆╢↓≤ 

（具体例）図書を書店で購入した場合に提出が必要な証拠書類 

⅜ ⌐ ∫√↓≤⅜╦⅛╢  

─  

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

⅜ ⇔√ ╩ ⅛╠ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ≢ ⌐

⇔√™⁹↓─ │ ≤⇔≡ ⅛  

Ҝ ∂ ╩ ⇔√ ⌐│⁸ ⇔⅛ ≤⇔≡ ⅜≢⅝╕∑╪⁹ 

 

≢ ╩ ∆╢─│⁸ ⅛  

Ҝ ה ⌂≥≢─⅔ ™│ ≤↔ ⇔≡™╢≤⅔╡⁸ ≢
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⇔√ │ ≢∆⁹ 

 

⑦雑役務費 

事業遂行に必要な業務・事務を補助するために補助事業期間中に臨時的に雇い入れた

者のアルバイト代、派遣労働者の派遣料、交通費として支払われる経費 

ה ─ ⌐⁸ ╛ ─ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

ה ™ ╣≤╖⌂↕╣⌂™ ⅎ┌⁸№╢▪ꜟⱣ▬♩ ┼─ ╩

≤⇔≡ ⇔√ ⁸ ▪ꜟⱣ▬♩ ⌐ ╩ ↕∑ ─

≤⇔≡ ™ ╣╢ ⌐│⁸ ≤⌂╡╕∑╪⁹ ⌐ ↕

∑╢√╘─ ™ ╣╙ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1][2] ─ │ ╩ ⇔√  

β ⌐ ─ ⅜⌂™ ⌐│⁸ ⅜ ↕╣√ ╩  

β ⌐≈™≡│₈ᵔ ₉╩ ⌐ ╩  

[3] №╡  

[4] №╡ ╕√│  

β ⅜╦⅛╢╙─╩ ∆╢↓≤ ⅜ ≤⌂╢ ╙

 

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔ ╩  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

 │ 18 7 ( 8)╩  

 

（具体例）ポスティングを実施したアルバイトスタッフへの給料を計上する場合に提

出が必要な証拠書類 

 

 

β▪ꜟⱣ▬♩☻♃♇ⱨ⅜⁸™≈⁸≥↓≢⁸ ─ ⇔√─⅛⅜╦⅛╢ ─ ⅜

≢∆⁹ 

 

┼ ╩ ╡ ╪∞↓≤─╦⅛╢ ⁸╕√│

⅛╠ ↑ ╢  

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

⅛╠ ╘≡™╢▪ꜟⱣ▬♩☻♃♇ⱨ⌐ √⌐ ⌐ ↕∑╢⁹↓─

⌐ ℮ │ ⅛  
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Ҝ ⌐≈™≡╙⁸ ─ ≤ ⁸ ─ 2020 2 18

─ ╩ ┬ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⑧借料 

事業遂行に直接必要な機器・設備等のリース料・レンタル料として支払われる経費 

ה ─√╘─ ⁸ ⅜ ≢⅝╢╙─≢⁸ ⌐ ∆╢ ─╖≤⌂

╡╕∆⁹ ⅜ ╩ ⅎ╢ │⁸ ─ ⌐╟╡ ↕╣√

─╖≤⌂╡╕∆⁹ 

ה ⌂≥ ⌐╙ ∆╢╙─⁸ ─ ─√╘⌐ ∆╢╙

─│ ≤⌂╡╕∆⁹ 

ה ⌐ ╢ │ ≢∆⁹√∞⇔⁸ ─ ≢│⌂ↄ⁸ √⌂

─ ╡ ╖─ ≤⇔≡ √⌐ ╩ ∆╢ │⁸ ≤⌂╢↓≤⅜

№╡╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ⌐ ─ ⅜ ≤⌂╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

ה ☻ⱦכ◘ה PR ▬ⱬfi♩─ ╩ ╡╢√╘─ │⁸₈ᵘ ₉⌐ ⇔╕

∆⁹ 

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1] 100 ─ ⌐≈™≡│⁸◌♃꜡◓╛WEB◘▬♩─ ╕

√│ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─ ≢╙  

β 100 ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╕√│ ─

⌐⅔™≡│  

[1]  

β 100 ─ ⌐≈™≡│  

[2] №╡ ╕√│  

[4]  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

  │ 18 7 ( 8)╩  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔ ╩  

ה [6] №╡  

[6] ─ ╩∆╢ ─ ⅜╦⅛╢  

 

（具体例）補助事業者が開催するイベントの会場使用料を計上する場合に提出が必要

な証拠書類 

─  

β ⌐ ∆╢ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 
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⅛╠╙╠℮  

┼ ∫√↓≤⅜ ≢⅝╢ ╕√│  

β₈ ⌐ ⌂ ₉⌐│⁸ ה ⅜ ↕╣

≡™╕∆⅜⁸ ⌐ ─ ⅜№╣┌⁸∕╣╩╙∫≡

≢∆⁹ 

 

⑨専門家謝金 

事業の遂行に必要な指導・助言を受けるために依頼した専門家等に謝礼として支払

われる経費 

ה ╩ ≤⇔≡ ─ ⌐∆╢↓≤│≢⅝╕∑╪⁹ 

ה ─ │⁸ ⅜ ╘╢ ⌐╟╡∕─ ─ ⅜ ≢№╡⁸∕

─ ⅜ ⌂╙─≢№╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ה ╩ ⌐╟╡ ╘≡™⌂™ ⁸ ⅜ ╘╢ ─ ╩ ╕ⅎ√

⌐╟╡ ∆╢↓≤≤⇔╕∆⁹ ⅜ ╘╢ ─ │⁸ ₈ ─

⌐≈™≡₉╩ ↄ∞↕™⁹ 

ה ∆╢ ⌐≈™≡ ⌐ ╩ ╡ ╦⇔≡⁸ ⌐⇔⌂↑╣┌⌂╡╕

∑╪⁹⌂⅔⁸ ┼─ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

ה ⌐ ה ╩∆╢ ⌐ ∆╢ │ᵙ ⌐ ⇔⁸

ה ─ ╩ ⇔√ ⌐ ∆╢ │⁸ᵜ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

כ♫Ⱶ☿ה ─ ╛ │ ≢∆⁹ ⅜ ∆╢

☿Ⱶ♫כ ⌐ ∆╢ ─ │ ╘╠╣╕∑╪⁹ ⅜ ╩

⌐ ⅝⁸ ⅛╠ ⌂ ה ╩ ↑╢ │ ≤⌂╡╕

∆⁹  

【謝金の支出基準について】 

⌐≈™≡ ⌐╟╢ ╘⅜⌂™ ⁸ ⌐ ╘╢

│ ה ─ ⌐╟╡ ∆╢↓≤≤⇔╕∆⁹o₈ ה

╖₉≢ ╩ ∆╢ ─ │⁸ ─ ⌐ ה

╩ ⅎ√ ⅜ ₓ 

 

  

 

 

( ה

─ )  

─  

─ ⌐

№╢ ─ 

 

  

ᵑ 11,300  

17  
ה ה

 
ה  ᵒ 9,700  

ᵓ 8,700  
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ᵔ 7,900    

ᵕ 7,000 2 
12  

  

ᵖ 6,100    

ᵗ 5,100  
12  

  

ᵘ 4,600 ה ה    

ᵙ 3,600 1 12  1 1 

ᵚ 2,600 2 8  2 2 

ᵛ 1,600 3 4  3 3 
 

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[2] №╡  

[2] ⅛╠  

[3] ╛ ⁸ ─√╘⌐ ™√ ⁸ ≢№╢

⅜ ⅛≈ ⌐╦⅛╢  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔ ╩  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

 │ 18 7 ( 8)╩  

[5] ⌐ ╢ ╖ ╩ ∫√ ─╖  

[6] №╢ ─╖  

β⌂™ │⁸ ⅜ ╘╢ ⌐╟╡ ╩ ℮↓≤⁹ 

⅜≥─₈ ₉⌐ ⇔⁸ ─ ⁸ ╩ ↑√─⅛

⅜ ∆╢ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

（具体例）中小企業診断士にブランド構築について助言をもらい謝金を支払った場合

に提出が必要な証拠書類 

⌐ ⇔√  

⅛╠╙╠℮  

 

╕√│  

⌐ ╢ ╖  

β ─ ┼ ╩ ∫√ ⌐│⁸ ╩ ™╕∆⁹ 

№╢ ─╖  

β ⅜⌂™ ⌐│⁸ ─ ╘╢ ⌐╟╡⁸ ╩

⇔≡ↄ∞↕™⁹ 
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ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

┼ ╩ ∫√⅜⁸™ↄ╠╕≢ ≤⇔≡ ╘╠╣╢─⅛  

Ҝ ─ ⅜№╣┌⁸ ⁸ ─ ╕≢⅔ ™⅜ ≢∆⁹

⅜⌂↑╣┌⁸ ⌐ ─₈ ─ ₉ ה ה ≢

№╣┌ 11,300 8,700 ⁸ ≢№╣┌ 6,100 ╕≢⇔⅛ ╘

╠╣╕∑╪⁹ 

╩ ≤⇔≡ ∆╢ ⌐│⁸ ⅜≥─₈

₉⌐ ⇔⁸ ─ ⁸ ╩ ↑√─⅛⅜ ∆╢ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

™√∞ↄ ─ ≢₈ ₉ ⅜ ↕╣≡™⌂™ │⁸ ─ ╛►▼

Ⱪ◘▬♩ ⁸₈ ₉⅜ ↕╣≡™╢ ╩↔ ↄ∞↕™  

 

⑩専門家旅費 

事業の遂行に必要な指導・助言等を依頼した専門家等に支払われる旅費 

ה ₈ᵔ ₉  

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1] ╩  

[1] ⁸ ⅜ ≢⅝╢╙─ 

β ╕√│▬fi♃כⱠ♇♩─ ╩ⱪꜞfi♩▪►♩⇔√╙─ 

[5] ─ ⅔╟┘ ╩ ⇔√ ─╖ ⅛╠ ∆╢↓

≤  

Ҝ₈ᵔ ₉≤ ≢∆⁹ 36 ╙ ↄ∞↕™⁹ 

[5] ─ ⅜ ⇔√ ─╖ ⅛╠ ∆╢↓≤  

β₈ ₉≤⌂∫≡™╢ ─ │⁸ │  

[1][2][4][5] ⌐ ╩⇔√ ╛ ─ ∆╢

⁸ ⁸ ⁸ ⅔╟┘  

[4][5] ⌐ ╩ ∫√ ⅛╠─ ⁸  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

  │ 18 7 ( 8)╩  

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

╩ ⅜ ∫≡™╢ ⌐│⁸ ⅛╠ ╩ ╡ ∑⌂↑╣

┌⌂╠⌂™─⅛  

Ҝ ╩ ⌐ ∆╢ ⁸ ⌐⁸ ─

™─ ⅜╦⅛╢ ─ ⇔╩ ⌐↔ ™√∞ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⑪設備処分費 
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販路開拓の取組を行うための作業スペースを拡大する等の目的で、当該事業者自身が

所有する死蔵の設備機器等を廃棄・処分する、または借りていた設備機器等を返却す

る際に修理・原状回復するのに必要な経費 

ה ─ ─√╘─☻Ɑכ☻╩ ∆╢ ─ ≢⁸₈ ─

─ ה ₉ ╩ ℮↓≤⅜ ≢∆⁹ ─ ⌐╟╢₈

₉─ ─ ╛⁸ ─ ⌐╟╢₈ ₉─ │

╘╠╣╕∑╪  

ה ה ╛ ה │⁸ ─

⌐ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ╕≢⌐ ─℮ⅎ ─ ™╩ ⅎ╢

↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

対象となる経費例 

⌐⅔™≡ ⇔≡™√ ─ ה ⁸ ⌐⅔™≡ ╡

≡™√ ─ ─ ה ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸

≢№╢↓≤⅜ ⌐ ≢⅝╢↓≤⅜ ≢∆  

対象とならない経費例 

⌐⅔↑╢ ─ ה ⁸ ─ ⁸ ─

⁸ ─ ⅜⌂™ ─  

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

＜Ａ．当該事業者自身が所有する死蔵の設備機器等を廃棄・処分した場合＞ 

[1] 100 ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─

≢╙  

β 100 ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐⅔™≡│  

[1]  

β 100 ─ ⌐≈™≡│  

[2] №╡ ╕√│  

ה [3] ⌐ ╢ ╕√│ ה ⅜ ⇔√↓≤⅜ ≢⅝╢

 

[4]  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

  │ 18 7 ( 8)╩  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔  

[6] ─ ה ╩⇔√↓≤⅜ ⅛╢ ─  

 

＜Ｂ．借りていた設備機器等を返却する際に修理・原状回復した場合＞ 
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ừ ─№╢↓≤╩ ⇔╕∆  

[1] 100 ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─

≢╙  

β 100 ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐⅔™≡│  

[1]  

β 100 ─ ⌐≈™≡│  

[2] №╡ ╕√│  

ה [3] ⌐ ╢ ╕√│ ה ⅜ ⇔√↓≤⅜ ≢⅝╢

 

[4]  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔  

[6] ─ ה ╩⇔√↓≤⅜ ⅛╢ ─  

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

⅛╠ ╩ ╡≡™√⅜⁸ ╩ ╡ ╦⇔≡™⌂™⁸№╢™

│ ⁸ ⁸ ─ ⌐≈™≡ ╘≡™⌂™ ⌐⁸

≤⇔≡ ⅛  

Ҝ ≤⇔≡ ╘╠╣╢─│⁸ ⅜ ⌐ ⇔≡⁸ ⌐

─ ≢№╡⁸⅛≈⁸ ⌐ ╩ ∫≡™╢↓≤╩ ≢ ≢

⅝╢ ⌐ ╠╣╕∆─≢⁸↔ │≢☻כ◔⌂℮╟─ ⌐│ ╘╠╣╕

∑╪⁹ 

 

⑫委託費 

上記①から⑪に該当しない経費であって、事業遂行に必要な業務の一部を第三者に委

託（委任）するために支払われる経費（市場調査等についてコンサルタント会社等を

活用する等、自ら実行することが困難な業務に限ります。） 

ה ⁸ ⅜ ↕╣√ ╩ ⇔⁸ ∆╢ ≢№╢ ⌐

⅜ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ה ⅎ┌ ─ ⌐≤╙⌂℮ ⁸ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

ה ⌐ ה ╩∆╢ ⌐ ∆╢ │ᵙ ⌐ ⇔⁸

ה ─ ╩ ⇔√ ⌐ ∆╢ │⁸ᵜ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1] 100 ─ ⌐≈™≡│⁸◌♃꜡◓╛WEB◘▬♩─ ╕

√│ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─ ≢╙  

β 100 ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╕√│ ─



47 

 

⌐⅔™≡│  

[1]  

β 100 ─ ⌐≈™≡│  

[2] №╡ ╕√│  

[3] ╕√│ ⌐ ⇔√ ⅜ ⇔√↓≤╩ ∆ ╩

╙╠℮↓≤  

[4]  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

  │ 18 7 ( 8)╩  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔  

[6] ─ ─ ⅜ ≢⅝╢  

 

（具体例）新商品のテストマーケティングを調査会社に委託した場合に提出が必要な

証拠書類（税込 100万円以下の場合） 

⅛╠╙╠℮  

⅜ ≤ ╡ ╦⇔√  

⅛╠╙╠℮  

┼ ∫√↓≤⅜ ≢⅝╢ ╕√│  

 

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

│ ─ ⌐╙ ⇔≡™╢⁹ ─ ─ ≤⇔≡⁸ ⅜ ∆╢

☿Ⱶ♫כ▬ⱬfi♩≢ ⇔≡╙╠℮ ─ │⁸ ≤⌂╢⅛  

Ҝ ─ ↑ ⅎ≤╖⌂↕╣≡⇔╕™⁸ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

⑬外注費 

上記①から⑫に該当しない経費であって、事業遂行に必要な業務の一部を第三者に外

注（請負）するために支払われる経費（店舗の改装等、自ら実行することが困難な業

務に限ります。） 

ה ⁸ ⅜ ↕╣√ ╩ ⇔⁸ ∆╢ ≢№╢ ⌐

⅜ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ה ⌐⅔™≡ 50 ⅝ ─ ╩ ℮ ⁸₈

₉⌐ ⇔⁸ ⅜ ⇔⁸ ─ ╩ ↑√ ≢№∫≡╙⁸ ─

⌐⅔™≡ ≢─ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ↕╣

╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

⌐ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ∏
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┼ ╩ ⇔⁸ ╩ ↑√ ≢⌂↑╣┌ ≢⅝╕∑╪⁹

│⁸ ╩ ⇔√ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⇔⁸

⅛╠ ↕╣╢ ─ ─√╘⁸ ⇔√ ─ ╕√│ ⌐

∆╢ ╩ ↕∑╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ ╩ ∏⌐ ╩ ℮≤⁸

⌐╟╡ ה ─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

対象となる経費例 

כꜞⱣꜞ▪ⱨה ⁸ ↑♩▬꜠─ ⁸ ה ─√

ה☻●─╘ ה ⁸ ╩ ≤⇔√ ─ ה  

対象とならない経費例 

≢ ╡ ╗ ⌐ ┘≈⅛⌂™ ה ⁸ ─ ⌐

⅔↑╢ ⁸₈ ─ ₉⌐ ∆╢ β  

 

β ₈ ─ ה ₉╛₈ ⌂ ─ ₉─ ⁸ ─

≈─ ∆═≡╩ √∆╙─│⁸ ≢№╢₈ ─ ₉⌐ ∆

╢≤ ↕╣╕∆⁹ ─ ≢№╢₈ ₉─ ─ ⅎ

╩  

 

(ч) ⅔╟┘ ╕√│↓╣⌐ ∆╢╙─ ≢ ╦╣

≡™╢ ╩ ⇔⁸ ⇔≡ ╩⇔─←↓≤⅜≢⅝╢↓≤ 

Ҝ ≤ ─╖≢ ╠╣√ ─ ♥ꜝ☻ ╛⁸

♩כⱳכ◌ה ⁸ ─⌂™╙─│₈ ₉│ ╘

╠╣⌂™√╘⁸₈ ─ ₉⌐│ ⇔⌂™ 

(ш) ┼─ ≢ ⌐ ⌐ ⇔≡™╢↓≤ 

Ҝ◖fi◒ꜞכ♩Ⱪ꜡♇◒─ ⌐⁸ ─ ╛◖fi♥♫╩

∑√∞↑─ ─╙─│₈ ┼─ ₉│ ╘╠╣⌂

™√╘⁸₈ ─ ₉⌐│ ⇔⌂™ 

(щ) ⅜ ─ ה ה ╩ ⇔⁸∕─ ≤

∆╢ ⌐ ⇔℮╢ ─ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤ 

 

実績報告書等提出時に必要な証拠書類  ※[1] ～[6] は、Ｐ．15 の５．（４）に対応 

[1] 100 ─ ⌐≈™≡│⁸◌♃꜡◓╛WEB◘▬♩─ ╕

√│ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─ ≢╙  

β 100 ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╕√│ ─

⌐⅔™≡│  

[1]  

β 100 ─ ⌐≈™≡│  
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[2] ⁸╕√│ ה №╡  

[3] ╕√│ ⌐ ⇔√ ⅜ ⇔√↓≤╩ ∆ ╩

╙╠℮↓≤  

[4]  

β₈◖꜡♫ ₉ ╩ ⇔≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢  

  │ 18 7 ( 8)╩  

[5] ╕√│  

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔  

[6] ─ ─ ⅜ ≢⅝╢  β ─  

 

（具体例）店舗改装工事を工務店に依頼した場合に提出が必要な証拠書類（税込 100

万円以下の場合） 

⅛╠╙╠℮  

⅜ ≤ ╡ ╦⇔√ ╕√│ ה  

⅛╠╙╠℮  

⅛╠╙╠℮  

┼ ∫√↓≤⅜ ≢⅝╢ ╕√│  

≤ ─ ⅜╦⅛╢  

50 ─ ─╖  

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

╩ 50 ⅛↑≡ ⇔√⁹↓─ ⌐│⁸ ⌐ ⇔⁸

₈ ₉─ ⅜ ⅛  

Ҝ ≢∆─≢⁸ ⌐№╦∑≡↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

ⱳ☻♥▫fi◓⁸►▼Ⱪ◘▬♩ ╛ ╩ ∆╢ │⁸ ≢

≤⌂╢⅛⁹ 

Ҝ ≢ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

☻ⱦכ◘ ↑─♁ⱨ♩►▼▪╩ ⅜ ⇔√⁹ ⅛╠♁ⱨ♩►▼▪

╩ ⇔√ ─ ╩ ⌐ ≢⅝╢⅛  

Ҝ ≢⅝╕∑╪⁹ ⌐⅔™≡│⁸ ─ │ ≤⌂╡⁸

⅛╠ ⇔√ ─ ─ ─╖ ⇔⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⅜⁸

∕╙∕╙⁸ ╩ ∆╢ ─ │ ≢∆⁹ 
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Ⅱ．本事業（事業再開枠）について 

 

≤⌂╢ ⌐≈™≡ 

≤⌂╢ │⁸ ⌐ ∆╢⁸ ─ ⌐ ∆

╢ ─ ⌐ ╠╣╕∆⁹ ⌐ ╛ ⅝ ⇔⁸ ⅜№∫

≡╙⁸ ─ ─ ⅜ ≢№╣┌⁸ │ ⌐≢⅝╕

∑╪⁹ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⇔√ ╩⇔√≤™

℮ ⅜ ≤⌂╡╕∆ ⅎ┌⁸ ╩ ⇔√╙──⁸ ─

╡ ↑╩ ∫√ ─ ⅜⌂™ ⌐│⁸ ─ │ ─

⌐≢⅝╕∑╪ ⁹ 

 

↔≤─ ⅔╟┘ ⌂ ─  

≤⌂╢ │⁸ ─ᵑ ᵓ─ ╩∆═≡ √∆╙─≤⌂╡╕∆⁹ 

 

─ ⌐⅔™≡⁸ ≤⌂╢ │ ᵑ ᵓ⌐ →╢ ≢

№╡⁸↓╣ ─ │ ─ ≤⌂╡╕∆⁹╕√⁸ ●▬♪ꜝ▬

fi⌐ ⌐ ⅜№╢ │ ≤⌂╡╕∆⁹ 

β ─ ⌐ ∆╢ │⁸ ⌐ →╢ ≤│ ⌂╡╕∆⁹

│⁸ ⅝ 21 ╩↔ ↕™⁹ 

β ●▬♪ꜝ▬fi⅜ √⌐ ↕╣√ │⁸ ≤⌂╢ ╩ ∆

╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

β ─ │ №√╡ │ ≢№

╡⁸ ⌐◖꜡♫ ─ ╩ ⅎ╢↓≤│≢⅝╕∑╪⁹ 

 

 

 

ה ⌐≈™≡│ ╕≢⌐ ה ה

╩⇔√╙─⌐ ╡╕∆⁹ 

ה ─ │⁸ ╕≢

⌐ ┘ ⇔√╙──╖⅜ ≤⌂╡╕∆⁹₈ ⱨ◊כⱴ♇♩│

₉ ⌐╟∫≡⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ה ╩ ∆╢ │⁸ ⁸ ⅜ ↕╣√ ╩ ⇔⁸

∆╢ ≢№╢ ⌐ ⅜ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

ᵑ ⅜ ─ ⌐ ⌂╙─≤ ⌐ ≢⅝╢  

ᵒ 2020 5 14 ⌐ ⇔ ⌐ ⁸ ⅜ ⇔√  

ᵓ ⌐╟∫≡ ⅜ ≢⅝╢  
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ᵞ ⁸ᵟⱴ☻◒ ⁸ᵠ ⁸ᵡ ⁸ᵢ ⁸ᵣ∕─

⁸ᵤ  

 

ₒ ─ ₓ 

ᵞ  

─ ⁸○♂fi ⁸ ─ ⁸

─ ⁸ ꜟכ◖ꜟ▪ה ─  

 

ה ╩ ∆╢√╘─ ⌐ ⌂ ─√╘─ ⁸ ◖ꜟ▪ה

ꜟכ ─ ⁸ ⌐ ∆╢ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

─ ─√╘─ ─ ⁸ ⌂╢ ⅎ ─ │ ≤⌂╡

╕∑╪⁹ 

 

ᵟⱴ☻◒  

 ⱴ☻◒הꜟ◓כ◗הⱨ▼▬☻◦ה♪ꜟכⱫ▪Ⱡ♇♩─  

 

ה ╩ ∆╢√╘─ ⌐ ⌂ⱴ☻◒הꜟ◓כ◗הⱨ▼▬☻◦ה♪ꜟכ

Ⱬ▪Ⱡ♇♩─ ⌐ ∆╢ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

─ ─√╘─ ─ ⁸ ⌂╢ ⅎ ─ │ ≤⌂╡╕∑

╪⁹ 

 

ᵠ  

 ─ ⁸ Ⱶ◗ה ה ה╪↑ ה ─  

 

ה ╩ ∆╢√╘─ ⌐ ⌂ ─√╘─ ⁸ Ⱶ◗ה ה ↑

ה╪ ה ─ ⌐ ∆╢ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

─ ─√╘─ ─ ⁸ ⌂╢ ⅎ ─ │ ≤⌂╡

╕∑╪⁹ 

 

ᵡ  

▪◒ꜞꜟ ה ⱦ♬ה♩כ◦ꜟכ ─כ◌כⱨ꜡▪ⱴהfiכꜞ◒☻ ה

 

 

ה ╩ ∆╢√╘─ ⌐ ⌂ ─√╘─▪◒ꜞꜟ ה ⱦ♬

ה♩כ◦ꜟכ ─כ◌כⱨ꜡▪ⱴהfiכꜞ◒☻ ⁸ ─√╘─ ⌐ ∆╢

⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 
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─ ─√╘─ ─ ⁸ ⌂╢ ⅎ ─ │ ≤⌂╡

╕∑╪⁹ 

ה ⌐⅔™≡ ⅝ ─ ╩ ℮ ⁸₈ ₉⌐

⇔⁸ ⅜ ⇔⁸ ─ ╩ ↑√ ≢№∫≡╙⁸ ─ ⌐⅔™

≡ ≢─ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ↕╣╢↓≤⅜№

╡╕∆⁹ 

ה ⌐ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ∏

┼ ╩ ⇔⁸ ╩ ↑√ ≢⌂↑╣┌ ≢⅝╕∑╪⁹

│⁸ ╩ ⇔√ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⇔⁸

⅛╠ ↕╣╢ ─ ─√╘⁸ ⇔√ ─ ╕√│ ⌐ ∆

╢ ╩ ↕∑╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ ╩ ∏⌐ ╩ ℮≤⁸ ⌐╟

╡ ה ─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

ᵢ  

 ⁸ ─  

 

ה ╩ ∆╢√╘─ ⌐ ⌂ ─√╘─ ─ ⌐ ∆╢

⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

─ ─√╘─ ─ ⁸ ⌂╢ ⅎ ─ ─ │

≤⌂╡╕∑╪⁹ 

ה ⌐⅔™≡ ⅝ ─ ╩ ℮ ⁸₈ ₉⌐

⇔⁸ ⅜ ⇔⁸ ─ ╩ ↑√ ≢№∫≡╙⁸ ─ ⌐⅔™

≡ ≢─ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ↕╣╢↓≤⅜№

╡╕∆⁹ 

ה ⌐ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ∏

┼ ╩ ⇔⁸ ╩ ↑√ ≢⌂↑╣┌ ≢⅝╕∑╪⁹

│⁸ ╩ ⇔√ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⇔⁸

⅛╠ ↕╣╢ ─ ─√╘⁸ ⇔√ ─ ╕√│ ⌐ ∆

╢ ╩ ↕∑╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ ╩ ∏⌐ ╩ ℮≤⁸ ⌐╟

╡ ה ─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

ᵣ∕─  

 ꜚ♬ⱨ◊כⱶ─◒ꜞכ♬fi◓ ⁸♩▬꜠ ⱭכⱤהꜟ○♃כ ™ ≡▪ⱷ♬

♥▫ ─ ⁸ ─√╘─ ⁸ הꜝⱷ◌⸗כ◘ה

הכ꜠♩fi▬◖הⱱfiכ♃fi▬הⱶ♥☻◦☻꜠כ◐ ꜟכ◖ꜟ▪ ─

 

 

ה ╩ ∆╢√╘─ ⌐ ⌂ ─√╘─ ᵞ ᵢ⌐
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∆╢╙─╩ ↄ ─ ⁸ ⌐ ∆╢ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

─ ─√╘─ ─ ⁸ ⌂╢ ⅎ ─ ─ │

≤⌂╡╕∑╪⁹ 

 

ᵤ ─√╘─ ⌐ ∆╢  

ⱳ☻♃הכ♅ꜝ◦─ ה  

 

ה ─╖╩ ┘⅛↑╢√╘─ ⌐ ∆╢ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

─ ─√╘─ ─ ⁸ ⌂╢ ─ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

│ ⌐ ╩ ┘⅛↑╢╙─⌐ ╡╕∆⁹ 

◦ꜝ♅ה ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ╙⇔ↄ│ ⇔√ ─╖⅜

≤⌂╡╕∆⁹ 

₈ ⱨ◊כⱴ♇♩│ ₉ ⌐╟∫≡⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ╩

∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ה ─ ⌐ ╢ ─╖ ⌐≢⅝╕∆⁹

╕≢⌐ ╩⇔≡™≡╙⁸ ⌐ ⅜⌂↕╣╢

⅜ ↕╣ ⌐ ↕╣╢ ─⅜ ≤⌂╢ ⌐│

≤⌂╡╕∑╪⁹ 

 

≤⌂╢  

●▬♪ꜝ▬fiβ⌐ ≠™√ ─√╘⌐ ℮ ─

⌐⅛⅛╢ ≢№╢↓≤⁹ 

β ₈ ●▬♪ꜝ▬fi₉≤│⁸ ↔≤⌐⁸ ╩ ℮√╘

⌐ ⇔√●▬♪ꜝ▬fi─↓≤⁹ 

  https://corona.go.jp/  

 

≤⌂╠⌂™  

●▬♪ꜝ▬fi ⌐ ─⌂™ ⁹ 

 

⌐ ⌂   β[1] [6] │⁸ 15─ ⌐  

[1] - 1 100 ─ ⌐≈™≡│⁸◌♃꜡◓╛WEB◘▬♩─

╕√│ ⌐╟╢ ╙╡ ╦∑─ ≢╙  

β 100 ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╕√│ ─

⌐⅔™≡│  

[1] - 2  

β 100 ─ ⌐≈™≡│  

[2] ⁸╕√│ ה №╡  

  

https://corona.go.jp/
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 β ─ ≢⌂™ ╡  

[3] ╕√│ ⌐ ⇔√ ⅜ ⇔√↓≤╩ ∆ ╩

╙╠℮↓≤  

[4]  

β ─ ≢⌂™ ╡  

[5] ╕√│  ♩כ◦꜠⁸

β ⅝ ≤⇔─ │ ─ ⇔  

[6] ─ ─ ⅜ ≢⅝╢  β ─  

[ 7]  ⱨ◊כⱴ♇♩│  

 

⌐ⱴ☻◒╩ ⇔√ ⌐ ⅜ ⌂  

⁸ ⁸  

 β ─ ≢⌂™ ╡  

ⱴ☻◒╩ ⇔√ ♩כ◦꜠≥ ™∏╣⅛ ⇔⅛ ≢⅝⌂™⌂≥⁸╛╗

╩ ⌂™ ⅜№╢ ╩♩כ◦꜠│ ⇔╕∆  

ⱨ◊כⱴ♇♩│  

ⱴ☻◒─  

╩ ⌐ ⇔√ ⌐ ⅜ ⌂

100 ─  

⅛╠╙╠℮  

⅜ ≤ ╡ ╦⇔√ ╕√│ ה  

⅛╠╙╠℮  

⅛╠╙╠℮  

┼ ∫√↓≤⅜ ≢⅝╢ ╕√│  

≤ ─ ⅜╦⅛╢  

50 ─ ─╖  

 

ₒ╟ↄ№╢ ₓ 

₈ ♩▬꜠╩ ♩▬꜠⌐ ∆╢ ₉⁸₈♩▬꜠⌐ ╩ ↑╢√╘─ ₉⁸

₈ ─ ₉⌐≈™≡⁸ ≤⌂╢⅛  

Ҝ ●▬♪ꜝ▬fi ⌐ ─⌂™ ≢№╢√╘⁸ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

₈ ⅝─◄▪◖fi₉╩ ⇔√ ⁸₈ ⅜≈™≡™╢₉

↓≤╩ ⇔√◄ⱦ♦fi☻│ ⅛  

Ҝ ⁸ ⁸ ⌐₈ ⅝₉≤™℮ ─ ⅜№╢ ⅜№╡

╕∆⁹ ⅜⌂™ ⌐│₈ ⅝◄▪◖fi₉≤ ≢⅝╢◌♃꜡◓ ╩

ↄ∞↕™⁹ 
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ⱴ☻◒─ ╩ ╡ ╣≡⇔╕∫√⅜⁸≥℮⇔√╠╟™⅛  

Ҝ ה ↕╣√ⱴ☻◒≤ ∂╙──Ⱡ♇♩ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

ꜟכ◖ꜟ▪╛ ╩ ⇔√⅜⁸ ⇔√ ⅜∆═≡ ≤⌂╢─⅛  

Ҝ ꜟכ◖ꜟ▪╛ ─╟℮⌂ ⌐≈™≡│⁸₈ ₉ ┘₈ ₉⇔√╙─∞

↑⅜ ⌐⌂╡╕∆⁹⇔√⅜∫≡⁸₈ ₉⇔⌂⅛∫√ │∕─ ─ ╩

↑ ╢↓≤⅜≢⅝╕∑╪⁹ 

 

ꜟכ◖ꜟ▪╛ ╩₈ ₉⇔√↓≤│⁸≥─╟℮⌐ ∆╢─⅛  

Ҝ₈ ⱨ◊כⱴ♇♩│ ₉ ⌐╟∫≡ ⁸ ⁸ ⁸ ╩

⁸ ⇔≡™√∞⅝⁸ ⌐ ⌐≡ ™√⇔╕∆⁹ 

 

₈ᵢ ₉≢ ╩ ∆╢ ⁸ꜞ ─ꜟ♃fi꜠╛☻כ │ ⅛  

Ҝ ─╖⅜ │ꜟ♃fi꜠╛☻כꜞ⁸╡⌂≥ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

₈ᵤ ₉≢ⱳ☻♃כ╩ ה ⇔√⅜⁸ ╕≢⌐

│ ╦╠∑√⅜⁸ │ ⌐⌂╢⁹ ≤⌂╢⅛  

Ҝ ─ ⌐ ╢ ─╖ ≤⌂╢√╘⁸ ─ │

≤⌂╡╕∑╪⁹ 

 

♩כ◦꜠≥ ⅜ ⅛ ⇔√ ⌐ ⇔√≤↓╤⁸₈™∏╣⅛

⇔⅛ ≢⅝⌂™₉≤ ╦╣√⁹ 

Ҝ₈ │₉♩כ◦꜠₈≥₉ ≤⌂╡╕∆⁹√∞⇔⁸ ⌐ ∫≡│™

∏╣⅛ ⇔⅛ ≢⅝⌂™⌂≥⁸╛╗╩ ⌂™ ⅜№╢ ♩כ◦꜠⁸₈│ │

₉╩ ⇔╕∆⁹ 

 

й з ◖꜡♫ ⁸и  

 

⌐≈™≡ 

ᵑ⅛╠ᵤ⌐ →╢ ⌐ ╢ │⁸ ≤⌂╡╕∆⁹╕√⁸ ᵑ⅛

╠ᵤ⌐ →╢ ⌐⅔™≡╙⁸ ⌐ ∆╢ │ ≤⌂╡╕∑╪⁹ 

1) ─ ⌐ ⇔⌂™╙─ 

2) ⌂ ╩ ≢⅝⌂™╙─ 

3) ─ ⌐ ⁸ ⁸ ╩ ⇔√╙─ 

◖꜡♫ ⌐⅔™≡│⁸ ≤⇔≡⁸₈ ₉ ⌐

⇔√ ╩ ∫≡ ≤⇔≡ ╘╕∆⁹ 

 ─ │ ─ ≢╙ ™╕∑╪⁹ 
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⌐⅔™≡│⁸ ≤⇔≡⁸₈ ₉ ⌐ ⇔√

╩ ∫≡ ≤⇔≡ ╘╕∆⁹ 

─ │ ─ ≢╙ ™╕∑╪⁹ 

┼─ ─ ╖⌐≈™≡─╖⁸ ─

─ ╖≢╙ ≤⌂╡╕∆⁹ √∞⇔⁸ ─ ⅜

─ ≢⌂↑╣┌ ⌐⌂╡╕∑

╪⁹  

─ │ ─ ≢╙ ™╕∑╪⁹ 

4) ─ ⌐╟╢╙─ ⅜ ⅛╠ ⇔√╙──℮∟⁸ᵑ⅛

╠ᵤ⌐ →╢ ─╖ ≤∆╢⁹  

5) ⌐⅔↑╢ ─ ⌐╟╢╙─ ⅜ ⅛

╠ ⇔√╙──℮∟⁸ᵑ⅛╠ᵤ⌐ →╢ ─╖ ≤∆╢⁹  

6) ╛ ꜠fi♃ꜟ╩ ≤⇔√ ⁸ ─ ה ⌐ ╢  

fiꜛ◦◒כ○(7 ─ ▬fi♃כⱠ♇♩○כ◒◦ꜛfi╛ⱨꜞⱴ◘▬♩╩ ╖╕∆  

8) ╛⁸ ⁸ ⁸ ⁸  

9) ⁸▬fi♃כⱠ♇♩ ─  

10) ╛ ─ ─ ⅎ┌⁸ ─╒⅛⁸Ɑfi ⁸▬fi◒◌

⁸☺♇ꜞ♩כ ⱪכ♥⁸╖↕│⁸ ⁸◒ꜞ▪ⱨ□▬ꜟ⁸ ⁸OPPהCPP ⁸

CDהDVD⁸USBⱷ⸗ꜞהSD◌⁸♪כ ⁸ Ⱳ⁸ꜟכ ─ ⌂≥⅜

⁹  

11) ⁸ ⁸ ─  

12) ⁸ ⁸ ─╙─⁸ ⌐ ⌂╙─ ⁸ ⁸ ─  

13) ─ ה ⁸ ⁸ ─  

14) ⁸ ─√╘⌐ ⁸ ⌐ ℮ ⅔╟┘

─√╘─  

15) ⌂≥┼─ √∞⇔⁸ ⅜ ∆╢ │ ≤∆╢⁹⁸

⁸▬fi♃כⱠ♇♩Ᵽfi◐fi◓ ⁸▬fi♃כⱠ♇♩◦ꜛ♇Ⱨfi◓

 

16) ה │⁸ ╩ ⌐ ╘≡

╩ ⇔⁸∕─ ≢ ╩ ↑√₈ ה ─

₉╩ ⅝⁸ ≤∆╢⁹√∞⇔⁸ ⌐ ╢ │

≤∆╢⁹╕√⁸▪ꜟⱣ▬♩┼─ ╛ ┼─ ⌐⅛⅛╢ │

≤∆╢⁹  

17) ה √∞⇔⁸ ⌐ ╢ ⁸ ≢ ⅛╠

↑╠╣√ ⌐ ╢╙─│ ≤∆╢⁹  

18) ⌂≥─ ⅔╟┘ ⁸◒ꜝ►♪ⱨ□fi♦▫fi◓ ⌐⅛⅛╢

 

19) ה ─ ה  
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20) ה כ♫Ⱶ☿ה ╛  

21) ה ─ ⁸ הⱳfiכ◒ה ♪כ◌♩♇☺꜠◒ ⅛╠ ↕

╣√ ⱳ▬fi♩ה ה ⌐≤╙⌂™ ↕╣╢ⱪ꜠Ⱶ▪ⱶ ⅝

╩ ╗ ≢─ ™⁸ ה ⌐⅛⅛╦╠∏ ה ≢─

™⁸ ⌐╟╢  

22) ⁸  

23) ◐ꜗfi☿ꜟ⌐ ╢  

24) ה ─ ה ה ⅝⌐ ╢  

25) ─╒⅛⁸ ⌂ ─ ≤⇔≡ ⁸ ≤ ╘╠╣╢  

 

（２）経費支出についてよくある質問 

①値引きについて 

⌐ ─♅ꜝ◦ ╩ ⇔√╠⁸ ⅝╩ ↑√⁹ │

⌂─∞⅜⁸↓─ ⁸ ⌐≢⅝╢ │™ↄ╠≤ ∆═⅝⅛  

 

ừ ⌐⅔↑╢ ─ ₒ 10  ₓ☻כ◔─

     10,500         10,000  

Ỏ ⅝    500             1,0 00  

    1,000          Ỏ ⅝ 1,0 00  

    11,000             10,000  

 

Ҝ ─ │⁸ ⌐₈ ⅝₉⅜ ↕╣≡™╢√╘⁸ ⅝

─ │ ⌐₈10,500 500 10,000 ₉≢∆⁹ 

Ҝ ⁸ ─ │⁸₈ 10,000 ₉⌂─≢⁸ 

─ 10,000×100/110 9, 091  

    10,000× 10/1 10  909  

≤⌂╡╕∆─≢⁸ ─ │₈9, 091 ₉≤⌂╡╕∆⁹ 

β↓─╟℮⌂◔כ☻─ ⌐│⁸ ─ ≤⌂╢ ─ⱷ⸗

╩ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

β ─ ⌐№√╡ ℮═⅝ ─ ╕√│ ╩⁸ⱳ▬fi♩ ╩

⇔≡ ∫√ │⁸ ⅝≤ ─ ╡ ™≤⇔≡⁸ⱳ▬fi♩ ─

│ ≤⌂╡╕∆⁹ 

◎複数の対象商品が一括記載された請求書等で、複数の税率適用商品があり、税 

込み総額に対する「値引き」（個々の対象商品ごとの値引き額が分からない）が

ある場合の計算方法 

 

↓─ │⁸₈ ⅝₉ ╩⁸適用税率ごとの商品の本体価格の比率で按分 

⇔⁸ ↔≤─ ⅝ ╩ ⇔╕∆⁹ 
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   β⌂⅔⁸ ⌐⅔™≡⁸ ₁─ ╕√│ ↔≤─ ⅝  

⅜ ≢⅝╢≤⅝│⁸∕╣⌐ ™╕∆⁹ 

 

 ₈ ₉  2,200 10  

₈ ₉  1,080  

       Ỏ ⅝  280  

ΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊΊ 

     3,000  

 

 Ҝ ⅝ ─₈ ₉₈ ₉∕╣∙╣─ ─ ⅎ  

ה   ⅝ ─  

   ₈ ₉ 2,200 × 100/110 2,000  β 10  

   ₈ ₉ 1,080 × 100/108 1,000  β  

ה   ↔≤─₈ ⅝ ₉ 

    10 280 × 2,000 3,000 187  

    280 × 1,000 3,000  93  

ה   ⅝ ─ ╖  

   ₈ ₉ 2,200 187 2,013  

   ₈ ₉ 1,080 93 987  

ה   ⅝ ─ β₈ ⅝ ╩ ⌐ ∆╢  

   ₉⌐≈™≡─╖  

₈ ₉ 2,013 × 100/110 1,830  183  

₈ ₉  987 × 100/108  914  73  

 

②振込手数料について 

⌂≥┼─ │⁸ ≤⌂╢─⅛  

Ҝ ─ ⌐ ≠™≡ ∫√╙─⅜ ⌐⌂╢─≢⁸ ─ ⌐⁸ ⁸

⌐ ⇔≡ ∫√ │ ≢∆⁹ ╙ ⌐  

⌂⅔⁸₈ │ ₉≤™℮ ─╙≤⁸ ⅛╠

╩ ⇔ ™≡ ╡  ⁹∆╕╡№╙☻כ◔╢™≢╪

↓─ │⁸ ─ ≤∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

√∞⇔⁸ ⅎ┌⁸ ╛ ⌐₈ │ ₉─ ⅜

↕╣≡™╣┌ ⅛╡╕∆⅜⁸∕─╟℮⌂ ⅜ ™ ⁸ ⌐₈

│ ₉≢№╢ ─ ⅜ ≢∆⁹ 

⅜ ⌂─⅛⁸ ⌂╢ ⅝⌂─⅛─ ⅜≈⅛⌂™√╘  

 

③クレジットカード払いについて 

◒꜠☺♇♩ ™─ ╩⇔√ ⌐│⁸≥─╟℮⌂ ⅜ ⌂─⅛  
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Ҝ ─ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

─ │ ⅜ ─╙─⁹◒꜠☺♇♩ ™≢№╢↓≤ ┘

─ ⅜ ↕╣≡™╢╙─⁹  

β◒꜠☺♇♩ ™≢№╢↓≤⅜ ↕╣≡™⌂™ ♪כ◌♩♇☺꜠◒⁸

⌐ ↕╣╢₈⅔ ⅔ ─⅔ ⅎ₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

β ─ ⅜ ↕╣≡™⌂™ ⁸꜠ ♩כ◦ ─ ⅜ ⅛╢╙─╩ ⇔

≡ↄ∞↕™⁹ ┘ ≢ ⅜ ♩כ◦꜠⁸┌╣⅝≢ ─ │

≢∆⁹ 

ш ♪כ◌ ↔♪כ◌₈─ ₉ 

β▬fi♃כⱠ♇♩⌐╟╢ ╩ ⇔√╙─≢╙ ™╕∑╪⁹ 

щ ♪כ◌♩♇☺꜠◒ ─ ─  

β ⅛╠─ ⅝ ≤⇔⅜ ⌐ ⇔≡™╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ꜞⱲ ה™ ™ ≢ ⅜ ⌐ ⇔⌂™╙─│

≤⌂╡╕∑╪⁹  

【ご注意】 

代表者や従業員が、法人カードでなく、個人のクレジットカードで支払いを行

った場合は、「立替払い」となりますので、補助事業者の補助対象経費とするため

には、 

①補助対象期間中に、当該クレジットカード払いにかかる引き落としが確認で

きること（上記 ～щの書類の提出が必要）。 

②補助対象期間中に、補助事業者と立替払い者との間での精算が確認できるこ

との両方が必要となります。 

 

④手形・小切手による決済について 

─ ™│ ≤─↓≤∞⅜⁸ ה ⌐╟╢ │ ╘╠╣

╢─⅛  

Ҝ ה ⌐⅛⅛╦╠∏⁸ ה ≢─ ™│ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

⑤免税事業者等からの仕入れについて 

⁸ ╛ ⅛╠ ╣√ ⌐╙ ╣⌐ ∆╢─≢⁸

─ ≢№╢ ⌐≈™≡│⁸ ⅛╠ ╩ ⇔

≡ ╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁸≤™℮ ≢╟™⅛  

Ҝ∕─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

（３）その他の注意点 

ᵑ ⌐≈™≡ 

・補助対象経費の支払方法は原則として「銀行振込」で支払ってください（自社振出ה

他社振出にかかわらず、小切手・手形による支払いは不可です）。補助金執行の適

正性確保のため、旅費（証拠書類が別途必要）を除き、１取引 10 万円（税抜き）
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を超える支払い（１取引を分割で支払う場合でも、当該取引全体で１取引となりま

す）は、現金払いは認められませんのでご注意ください（ただし、現金決済のみの

取引（郵便局での郵券購入、代金引換限定のサービス等）の場合は、その理由等を

確認できれば現金払いが認められます）。 

⌂⅔⁸ ⁸ ─

╕≢─ ⌐ 10 ⅝ ─ ™╩ ∫≡™╢ │⁸

⌐↔ ↄ∞↕™⁹ 

ה ─ ≢─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ─ ⌂

╩↔ ™√∞ↄ ⅜№╡╕∆ │⁸ 32─₈ᵔ ₉╩↔ ↄ∞↕™ ⁹ 

╢╟⌐♪כ◌♩♇☺꜠◒ה │⁸ ⌐ ⅝ ≤⇔⅜ ≢⅝╢ ─

╖ ╘╠╣╕∆⁹ ─ ⅝ ╡⅜ ≢╙⁸ ⅛╠─ ⅝ ≤

⇔⅜ ≢№╣┌⁸ ≤⌂╡╕∆⁹ ™⌐╟╡⁸

⌐ ⅜ ∑∏⁸ ⅜ ⌐ ⇔⌂™ ╙

≢∆⁹ꜞⱲꜟⱦfi◓ ™─ ╙ ≢∆⁹  

ה ⅛╠ ┼ ─ ⅜ ≢⅝⌂™√╘⁸ ≤ ─

⌐╟╢ │ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

ה │ ≢⅔ ™⇔╕∆⁹ הⱳfiכ◒ה ♪כ◌♩♇☺꜠◒

⅛╠ ↕╣√ ⱳ▬fi♩ה ה ⌐≤╙⌂™ ↕╣√

ⱪ꜠Ⱶ▪ⱶ ⅝ ╩ ╗ ─ │ ╘╠╣╕∑╪⁹ 

 

ᵒ ⌐≈™≡ 

ה │⁸ ╩ ↑≡™╢ ⅜ ℮╟℮⌐⅔ ™™√⇔╕∆⁹ 

╩╗╛ה ∏⁸ ≢⌂™ ⅜ ⌐ ╩⇔√ ⌐│⁸ ⌐ ∫√

⅔╟┘⅔ ─ ╣⅜ ∆╢ ╩ ⌐ ∆╢╟℮⌐⅔ ™

™√⇔╕∆⁹ ⌐⁸ ⅜ ╪≢™⌂™≤ ⌐≢⅝╕

∑╪⁹  

ה ⅜⁸ ╩ ↑≡™⌂™ ─ ≤⁸ ⇔≡ ⌐ ╡

╗↓≤ │ №╡╕∑╪⅜⁸ ╩ ↑≡™⌂™ ─ ⅜ ∆╢

╛ ─ ⅜ ∆╢═⅝ ≢ ⇔√ ─℮∟⁸ ─

─ ☻Ɑכ☻ │⁸ ⇔≡⁸ ⅛╠ ∆╢ ⅜№

╡╕∆⁹ 

 

７．確定通知書の受領後の請求書の提出 

 

─ ─ ⅜ ╦∫√ ⁸ │ ─ ─₈ ⌐≈

™≡─ ₉⅔╟┘₈ ─└⌂ ₉╩ ─╖⌂↕╕┼↔ ⇔╕∆⁹

╩ ↑ ∫√ │⁸₈ ₉ ה ⌐ ╩ ה

─℮ⅎ⁸ ╕≢↔ ↄ∞↕™⁹₈ ⌐≈™≡─ ₉⌐≈™≡╙⁸ ⌐
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⇔≡ↄ∞↕™⁹  

╩ ↑╢ │⁸ ⁸ ╩ ↑√ ╕√│

─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

ₒ⅔ ™ₓ 

╩↔ ∆╢ │⁸ ─ ◌♃◌♫─ ╗ ⁸

⁸ ⁸ ─ ⁸ ⅜ ≢⅝╢ ─Ɑכ☺─◖Ⱨכ

╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ≢─ ⅜ ⇔ↄ ⅛╣≡™⌂™≤⁸ ⅜≢⅝

╕∑╪─≢⁸↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

╟ↄ№╢ ╡─  

─♫◌♃◌ה ╩⁸ ┼│₈◌ ☺♂◒◌◦ꜜ►

♥fi₉≤ ↑≡™╢⌐╙ ╦╠∏⁸ ∫≡₈◌Ⱪ◦◐●▬◦ꜘ☺♂◒◌◦ꜜ►♥fi₉

≤ ⌐ ⇔≡⇔╕∫√⁹ 

ה ┼│₈   ₉≤ ↑≡™╢⌐╙ ╦╠∏⁸ ∫≡

₈ ₉≤ ⌐ ⇔≡⇔╕∫√⁹ 

β ─ ⁸ ⅜ ─╖─ ≢│ ≢⅝╕∑╪⁹ 

ה ╩ ↑√ ≢⌂ↄ⁸ ⌂╢ ╩ ⌐ ⇔≡⇔╕∫√⁹ 

ה ─₈◌♃◌♫─ ₉ ⌐⁸ ∫≡ ≢ ⇔≡⇔╕∫√⁹ 

ה ╣⁹ 

 

↔  

╩ ⇔√ │⁸ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ╛ⱪכ♥ Ɑfi≢

⇔√╙─│ ≢⅝╕∑╪⁹ 

 

８．その他 

（１）補助対象事業の経理について 

⌐ ╢ ⌐≈™≡⁸ ╛ ─ ≤⌂╢ ⌐≈™≡│⁸

⁸ ─ ⇔⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

 

（２）収益納付について 

₈ ⌐ ╢ ─ ─ ⌐ ∆╢ ₉ ─ ⌐╟╡⁸

─ ╩ ↑≡ ℮ ─ ⌐╟╡ ⅛╠ ╩ ™√ ⅜ ∂√

⌐│⁸ ╩ ≤⇔≡ ─ ╕√│ ⌐ ∆╢ ╩ ┼

⇔≡™√∞ↄ ⅜№╡╕∆ ↓╣╩₈ ₉≤ ™╕∆ ⁹ 

⌐≈™≡│⁸ ╕≢⌐ ∂√ ⌐≈™≡⁸ ⌐⁸

∆═⅝ ⅛╠ ╩ ⇔≡ ∆╢ ™≤⌂╡╕∆⁹ ⌐╟╡

⅜ ∂╢ ╩ ∫√ │⁸₈ ⌐ ╢ ₉ ה ה
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╩ ⇔⁸ ⌐№╦∑≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

⌂⅔⁸↓↓≢ ℮₈ ⌐╟╡ ∂√ ₉≤│⁸ ╩☻כ◔⌂℮╟─

⇔≡™╕∆⁹ 

 

⌐╟╡ ⅜ ∂╢ Ҝ ∆═⅝ ⅛╠ ∆╢ ─☻כ◔  

ᵑ ╩ ∫≡ ⇔√ ≢ ⇔√ ─ ─☻ⱦכ◘ה ⌐╟╢

⅜ ─  

ᵒ ╩ ∫≡ ⇔√ ─Ⱡ♇♩◦ꜛ♇ⱪ ™ ◌◗⁸ ─

─ ≢─ ╛⁸ ─ ∆╢▬fi♃כⱠ♇♩◦ꜛ♇Ⱨfi◓⸗כꜟ≢─

⌐╟╢ ⅜ ─  

ᵓ ╩ ∫≡ ╕√│ ∆╢ ≢─ ⌐╟╢

⅜ ─  

ᵔ ╩ ∫≡ ⇔√ ─ ⌐╟╢ ⅜ ─  

ᵕ ─√╘─ ☿Ⱶ♫כ╩ ≢ ∆╢ ⌐⁸ ⅛╠ ∆

╢ ⅜ ─  

ᵖ ≢ ╩ ⇔⁸ ≢─ ☻ⱦכ◘ה ⌐╟╢

⅜ ─  

 

⌂⅔⁸₈ ─ ─☻ⱦכ◘╛ ⌐ ╦╡╩╙√⌂™ ─ ₉⁸₈♅ꜝ◦

─ ╛ ₉⁸₈ⱱכⱶⱭכ☺─ ה Ⱡ♇♩◦ꜛ♇ⱪ ╩ ↄ ₉⁸₈ ─

₉⁸₈ ₉⌂≥│⁸ ≤─ ⅜ ∏⇔╙ ≢⌂™√╘⁸↓↓≢™℮

₈ ⌐╟╡ ∂√ ₉⌐│ ⇔⌂™≤ ⅎ╕∆⁹ 

╕√⁸₈ ₉─ │⁸ ╕√│ ┼─ ╩ ≤⇔√ ─

√╘⁸₈ ⌐╟╡ ∂√ ₉⌐│ ⇔╕∑╪⁹ 

 

（３）取得財産の管理について 

⌐⅔™≡ ⇔√ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐⅛⅛╦╠∏⁸ ⌂╢

─ ╩╙∫≡ ⌐ ∆╢ ╩ ™╕∆⁹ ⅎ≡⁸ ╕√│ ─

⅜ №√╡ 50 ⅝ ─ ⌐≈™≡│⁸ ╙

⌐⅔™≡⁸∕─ ⌐≈⅝ ─ ╩ ↑

⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

 

①管理台帳の整備、管理明細表の提出 

╕√│ ─ ⅜ №√╡ 50 ⅝

─╙─ ─ ⌐≈™≡⁸₈ ₉ ה 11 ╩ ⅎ⁸

⇔≡™√∞⅝╕∆⁹ 

╕√⁸ ─ ⌐≈™≡⁸₈ ₉ ה

11 ╩ ⇔⁸ ⌐№╦∑≡ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 
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②財産処分の制限 

№╢™│ ─ ⅜ №√╡ 50 ⅝ ─

⌐≈™≡│⁸ ⁸ ⌐ ╘╢ ⌐⅔™≡⁸ ─ ╩ ℮

⁸₈ ─ ₉ ה 12 ╩ ⇔⁸ ─

╩ ↑⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ∆╢↓≤⌐╟╡ ⅜№╡⁸╕√│№╢≤ ╕╣╢≤⅝│⁸

∕─ ─ ╙⇔ↄ│ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡™√∞ↄ ╙№╡╕∆⁹ 

 

（４）自社調達等による利益排除について 

⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐ ─ ─ ⌐ ╢  

⅜№╢ ⁸ ─ ─ ⌐ ─ ⅜ ╕╣╢↓≤│⁸ 

─ ┤↕╦⇔ↄ⌂™≤ ⅎ╠╣╕∆⁹↓─√╘⁸ ⅜⁸ 

╩ ℮ ⌐│⁸ ─₈  

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ₉⌐ ≠⅝ ╩ ℮↓≤≤⇔╕∆⁹↓─ ⁸  

⅜ ⅛╠ ∆╢ ─ ⅜ ≤⇔≡ ╘╠╣ 

╢ ⌐ ╡⁸↓─ ╩╙∫≡ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 ⌂⅔⁸ ⌐⅛⅛╢ ╩ ∆╢ ⌐⁸ ≢ ⌂  ה

╩☻ⱦכ◘ ∆╢ ⌐│⁸ ≤╖⌂⇔≡⁸ ⱪכꜟ◓ ⅛╠ ∆╢  

⅜ ≤⇔≡ ╘╠╣╢ ⌐ ╡⁸↓─ ╩╙∫≡ ⌐  

∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

（５）補助金の税務・会計上の取扱いについて 

│ ⁸ ™ ─ ╩ ↑√ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡ ∆╢╙─

≢№╡⁸ ה ─ ≤⌂╡╕∆ ─ ≤│⌂╡╕∑╪ ⁹ 

╕√⁸ │⁸ 42 ─ │

42 ≢ ⇔√ ─ ─ ⌐ ∆╢

⌐ ⇔╕∆⁹⇔√⅜∫≡⁸ ╩ ─ ─ ⌐ ⇔√

─ │ ⌐ ≡√ ⌐│⁸ 42 │ 42 ─

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

（６）補助金の不正受給等の不正行為に対する処分について 

─ ─ ⅜№∫√ ⌐│⁸₈ ⌐ ╢ ─ ─

⌐ ∆╢ ₉ ₈ ₉≤∆╢ ⌐ ≠⅝⁸ ─≤⅔╡

⌐ ↕╣╕∆⁹ 

ᵑ ─ ╗ ⅜ ⌐ ∆╢ ⌐│⁸™⅛⌂╢

⅜№∫≡╙∕─ ⌐ ─ ⅜№∫≡│⌂╡╕∑╪⁹ 

₈ ─ ─ ╩⇔⌂⅛∫√₉ ╛₈ ─ ╩⇔⁸ ╩ ╖⁸
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→⁸ ⇔ↄ│ ⇔⁸ │ ⌐ ⇔≡ ∑∏⁸ ⇔ↄ│ ─ ╩⇔√₉

⌐│⁸ ─ ⌐ ∑╠╣╕∆⁹ 31 ⁸

 

₈o ╡∕─ ─ ⌐╟╡₉ ─ ╩ ↑√ │⁸₈ ─ ₉

╙⇔ↄ│₈100 ─ ₉⌐ ⇔⁸╕√│ ↕╣╕∆⁹

29  

ᵓ∕─╒⅛⁸ ─ ⌐ ∂≡⁸ ⌐ ≠⅝⁸ ─ ─ ⁸

⁸ ─ ─ ≤™∫√ ⅜ ↕╣╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

 

ₒ↔ ₓ ⌐ ╢ ─ ─ ⌐ ∆╢ 30 27 179  

http://elaws.e-

gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=330AC0000000179 

 

石川県商工会連合会 小規模事業者持続化補助金事務局 

ₔ   

☿fi♃כ  

 

 

⅝⌐≈™≡↔ ⌂ ⌐≈™≡ 

∑ 9:00 12:00⁸13:0017:00 

⁸ ─ ╩ ↄ⁹  

 

⌐⁸ ─ ≤⌂╢ ⅜↔↨™╕∆⁹ ─

╩ ™√∞⅝⁸ ◄ꜞ▪─ ⌐⅔ ™ ╦∑ↄ∞↕™⁹ 

β╕√⁸ ◘▬♩⌐≡⁸ ⅝⌐ ─ ⌐ ⌂

⌐ ╢₈ ₉╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

URLhttps://shoko.or.jp/info/common/1487 

 

 

 

http://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=330AC0000000179
http://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=330AC0000000179

